
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-4 平成 30 年度第二回合同検討会配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



 

平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 

（第二回 合同検討会） 

 

・日時：平成 30 年 10 月 29 日（月）12：10～14：10 

・場所：崎戸中央公民館（２階大集会室） 

 

次 第 

１．開会あいさつ 

 

2．議事 

（1）環境調査結果報告     12:15～12:30 

 ・景観調査結果について 

（２）先進地視察結果について    12:30～12:45 

 ・福岡県北九州市視察について 

 ・茨城県神栖市視察について 

（3）検討会      12:45～14:00 

 ・合意形成について 

 ・環境保全について 

 ・地域貢献について 

 ・第二回中浦地区・江島地区検討会及び今後の取り組みについて 

 

3．閉会 

 ・振り返り      14:00～14:10 

 

 【配布資料】 

  資料 1  地域検討会委員名簿 

  資料 2  座席表 

  資料 3  景観調査結果 

  資料 4  先進地視察結果 

  資料 5  合意形成について 

  資料 6  環境保全について 

  資料 7  地域貢献について 

  資料 8  第二回中浦地区・江ノ島地区及び今後の取り組みについて 





 
 

 

区分 所属 役職 氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

長崎大学環境科学部 教授 菊池　英弘

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

中浦地区 行政区長 辻　道行

中浦地区 岸浦　秀次

中浦地区 中村　幹雄

中浦地区 山下　銀河

中浦地区 垣内　英利

中浦地区 大串　一朗

中浦地区 松永　勝之輔

中浦地区 岸本　徹也

西海市農業委員会 会長 岩﨑　信一郎

長崎南部森林組合　西海支所 技師 柄本　司

長崎西彼農業協同組合　大瀬戸支店 支店長 北川　公明

ＮＰＯ法人　西海市観光協会 事務局長 河野　哲朗

西海市商工会 理事 前川　優也

黒瀬建設(株) 課長 末永　良友

(株)親和銀行　地域振興部 部長 麻生　隆宏

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

農林課 課長 辻野　秀樹

西海総合支所 総合支所長 崎谷　秀樹

22名

長崎県産業労働部 課長 森田　孝明

長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

日本風力エネルギー株式会社 シニアマネージャー 川崎　正幹

日本風力エネルギー株式会社 マネージャー 反町　毅

その他 株式会社西海クリエイティブカンパニー 宮里　賢史

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

長崎営業所 藤島　正行

経済産業省資源エネルギー庁　新エネルギー課 係長 酒井　啓範

オブザー
バー

事務局

西海市

検討会
委員

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　中浦地区

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

住民代表

農林漁業

観光、商工、航
路、金融等

政策企画課

アジア航測株式会社

福岡支店　社会インフラ技術一課

県関係部局

発電事業者（陸上）

資料１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 所属 役職 職・氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

一般社団法人　海洋エネルギー漁業共生セン
ター

理事 渋谷　正信

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

江島東行政区 行政区長 宮崎　博章

江島西行政区 行政区長 髙瀬　正吉

江島浜行政区 行政区長 渡辺　一男

江島公民館 館長 福富　幸男

西海大崎漁協（江島支所） 理事 柏木　世次

消防団第５分団 団長 田中　義一

青壮年部 部長 松本　英雄

江島公民館 主事 岩見　眞一

漁友会 会長 宮崎　幹夫

江島小中学校 校長 藤井　達也

江島診療所 所長 長島　義斉

崎戸地区行政区長会 会長 福岡　昭和

平島行政区 代表区長 林　嘉幸

西海大崎漁業協同組合（崎戸支所） 理事 前﨑　順康

西海大崎漁業協同組合（平島支所） 理事 森　剛

西海大崎漁業協同組合（本所） 代表理事組合長 小山　文雄

大瀬戸町漁業協同組合 代表理事組合長 竹嶋　巖

崎戸商船株式会社 取締役 木原　直人

黒瀬建設株式会社 課長 末永　良友

株式会社親和銀行　地域振興部 部長 麻生　隆宏

長崎県中央釣船業協同組合 代表理事 山下　銀河

情報交通課 課長 福田　龍浩

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

水産課 課長 岸下　輝信

島の暮らし支援室 室長 作中　修

崎戸総合支所 総合支所長 植田　智子

30名

長崎県産業労働部 課長 森田　孝明

長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

シニアスタッフ 三牧　夏実

統括コーディネーター 松浦　正己

事務局長 高比良　実

株式会社西海クリエイティブカンパニー 宮里　賢史

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

長崎営業所 藤島　正行

経済産業省資源エネルギー庁　新エネルギー課 係長 酒井　啓範

アジア航測株式会社

事務局

オブザー
バー

政策企画課

福岡支店　社会インフラ技術課

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　江島地区

検討会
委員

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

農林漁業

住民代表

観光、商工、航
路、金融等

ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社
事業開発本部 洋上風力開発部

発電事業者（洋上）

NPO法人　長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

西海市

県関係部局

その他

資料１
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平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 (第二回合同検討会)  

座席表 

海洋エネルギー 
漁業共生センター 

渋谷 幸生 
 
中浦地区 
辻 道行 
 
 
中浦地区 
中村 幹雄 

中浦地区 
長崎県中央釣船業
協同組合 
山下 銀河 
 
中浦地区 
垣内 英利 
 
 
中浦地区 
大串 一朗 

中浦地区 
松永 勝之輔 
 

長崎県西彼農業 

協同組合 大瀬戸支店 
北川 公明 
 
崎戸商船㈱ 
木原 直人 

 
黒瀬建設㈱ 
末永 良友 
 
㈱親和銀行 
地域振興部 
田中 一誠 
 
西海市 
環境政策課 
中村 文明 

㈱
西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ 

カ
ン
パ
ニ
ー 

宮
里 

賢
史 

  

日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱ 

川
崎 

正
幹 

  

日
本
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱ 

反
町 

毅 

西
海
市 

農
林
課 

原
田 

武 
  

長
崎
県
産
業
労
働
部 

森
田 

孝
明 

  

長
崎
県
産
業
労
働
部 

新
産
業
創
造
課 

小
島 

敬
輝 

長

長崎総合科学大学新技術創成研究所 

池上 国広 
NPO 法人 雪浦あんばんね 

理事長 
渡辺 督郎 

 

国立研究開発法人 

水産研究･教育機構 

西海区水産研究所 資源生産部 

部長 
吉村 拓 

事
務
局 

事
務
局 

江島公民館審議会 
（江島東行政区） 

宮崎 博章  
 

江島公民館審議会 
（江島浜行政区） 

渡辺 一男 
 

江島公民館審議会 
（江島公民館） 

福富 幸男 

江島公民館審議会 
（西海大崎漁協 

江島支所） 
柏木 世次 

 
江島公民館審議会 

（青壮年部） 
松本 英雄 

 
江島公民館審議会 
（江島公民館） 

岩見 眞一 

ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・ 

エ
ナ
ジ
ー
㈱ 

三
牧 

夏
実 

 N
P

O

法
人
長
崎
海
洋
産
業 

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会 

松
浦 

正
己 

 N
P

O

法
人
長
崎
海
洋
産
業 

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
推
進
協
議
会 

高
比
良 

実 

西
海
市 

情
報
交
通
課 

福
田 

龍
浩 

  

西
海
市 

水
産
課 

宮
原 

孝
志 

 

西
海
市 

崎
戸
総
合
支
所 

植
田 

智
子 

西海大崎漁業 
協同組合(平島支所) 

森 剛 
 

西海大崎漁業 
協同組合(本所) 

小山 文雄 
 

西海市 
島の暮らし支援室 

作中 修 

漁友会 
宮崎 幹夫  

 

平島行政区 

林 嘉幸 
 

西海大崎漁業 
協同組合(崎戸支所) 

前﨑 順康 





1

景観調査結果
〜中浦地区・江島地区におけるフォトモンタージュの作成〜

資料3

2

夏季調査（2018年7⽉14⽇実施）結果を⽤いて、⾵⾞⾼さ150mとし、フォトモ
ンタージュを作成
※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業
者の配置とは別物である

中浦地区景観調査結果：フォトモンタージュの作成 資料3



3

現況

③：約1450m

⑤：約2000m

④:約1200m
①、②は不可視

⑥は不可視

中浦地区フォトモンタージュ結果:伊佐ノ浦公園

フォトモンタージュ結果

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

4

③⑤
⑥は不可視

中浦地区フォトモンタージュ結果:伊佐ノ浦公園

⾵況観測塔

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



5

⑥：約1950m
①〜⑤は不可視

現
況

フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
結
果

中浦地区フォトモンタージュ結果:中浦公⺠館 資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

6

中浦地区フォトモンタージュ結果:中浦公⺠館 資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



7

⑥：約2750m

⑤：約2050m③：約1800m

④は不可視

①、②は不可視

現
況

中浦地区フォトモンタージュ結果:⻑尾城跡展望所

フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
結
果

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

8

中浦地区フォトモンタージュ結果:⻑尾城跡展望所 資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、
事業者の配置とは別物である。



9

江島地区景観調査結果：フォトモンタージュの作成

基点

1km
2km

3km
4km

1km
2km

3km
4km

夏季調査（2018年7⽉12⽇・13⽇実施）結果を⽤いて、
⾵⾞⾼さ：200m ⾵⾞間距離：約1kmとし、フォトモンタージュを作成
※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の
配置とは別物である

資料3

10

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:船上写真撮影地点1

約850m

約1700m
約2800m

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



11

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:船上写真撮影地点2

約1300m
約2250m

約3350m

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

12

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:船上写真撮影地点3

約2100m 約2900m 約3900m

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



13

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:ひつじ牧場

︻
現
況
︼

︻
1
k
m
︼

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

14

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:ひつじ牧場

︻
2
k
m
︼

︻
3
k
m
︼

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



15

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:ひつじ牧場

︻
4
k
m
︼

︻
1
k
m
︼

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

16

①、②は不可視

江島地区フォトモンタージュ結果:ひつじ牧場
【1km】【4km】

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



17

江島地区フォトモンタージュ結果:⻄ノ浦港

【現況】

【1km】

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

18

江島地区フォトモンタージュ結果:⻄ノ浦港

【2km】

【3km】

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



19

江島地区フォトモンタージュ結果:⻄ノ浦港

【4km】

【1km】

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。

20

江島地区フォトモンタージュ結果:⻄ノ浦港

【4km】 【1km】

資料3

※⾵⾞配置について、⾒え⽅の参考として事務局側で作成したものであり、事業者の配置とは別物である。



 

 

1.福
1) 実

○実施

○参加

○概要

【8 ⽉

■響灘

 

 

 

 

 

 

■⾚崎

・環境

今年

化推進

所、太

・環境

⼦供

⾒と

環境影

であっ

た。学

供たち

・事業

 北拓

ぐ⾏け

し、事

福岡県北九州
実施概要 

施⽇：平成

加者：（委員

要 

⽉ 24 ⽇】 

灘⾵⼒発電所

崎⼩学校教員

境学習への利

年から⾵⼒発

進課に環境学

太陽光発電所

境影響につい

供たちへ⼤気

して、「⾵⼒

影響に対する

ったため⼤型

学校付近の道

ちの安全を危

業者と地域と

拓をはじめと

けるような体

事業をする際

響灘⾵⼒

州市響灘地

30 年 8 ⽉ 2

員 11 名 事務

所等の施設⾒

員の⽅との意

利⽤について

発電施設を環

学習を実施し

所がそろって

いて 

気汚染や騒⾳

発電所が建設

る意⾒を聞い

型トラックは

道は狭く、⼤

危惧するよう

との係わりに

とする各事業

体制を整えて

際には地元の

⼒発電所 

先進

地区 

24 ⽇（⾦）、

務局 6 名） 

⾒学 

意⾒交換会 

て 

環境学習に利

していただい

ており、環境

⾳等の影響が

設されれば意

いたことは無

は⽇ごろから

⼤型トラック

うな事も無か

について 

業者は、例え

ている。響灘

の意⾒を⼤切

響灘
リサ
⾵⼒

1 

進地視察結

25 ⽇（⼟

 

概要 

利⽤するよう

いた。響灘地

境問題に気軽

が⽣じている

意識が⾼まる

無い。⼯事中

ら通っており

クやトレーラ

かった。 

えば⾚崎⼩学

灘地区の港湾

切にしていた

灘ウィンドエ
サーチパーク
⼒発電機  

結果 

） 

うになり、北

地区にはエコ

軽に触れられ

ることは無い

る」といった

中の影響につ

り、事業の実

ラーが通れる

学校から事業

湾を管理して

ただきたいと

エナジー 
ク合同会社 

北九州市エネ

コタウンセン

れる地域とな

い。景観に対

た意⾒を聞い

ついても、も

実施による影

るような道で

業内容の説明

ている北九州

という話をし

株式会社

資

ネルギー産業

ンターや⾵⼒

なっている。

対する保護者

いたことは有

もともと⼯業

影響は⽣じな

ではないため

明依頼があれ

州市から事業

している。 

社北拓でのブ

資料 4 

業拠点

⼒発電

 

者の意

るが、

業地帯

なかっ

め、⼦

ればす

業に対

ブレードの⾒⾒学 



 

【8 ⽉

■次世
 
 
 
 
 
■株式

・環境

響灘

いない

い、気

・事業

⽇本

ってお

ロバロ

・⾵⼒

 ⾵⼒

証等が

地元の

する必

おり、

への参

・事故

 響灘

それ以

ランプ

・メデ

 響灘

特に

ビな

の⾒学

ってい

⽉ 25 ⽇】 

世代エネルギ

式会社エヌエ

境影響につい

灘⾵⼒発電所

い。⽇本ロバ

気分が悪くな

業者と地域と

本ロバロでは

おり、学校を

ロともに地元

⼒発電関連産

⼒発電の関連

が必要となり

の企業が参⼊

必要がある。

、故障等が発

参⼊を考える

故等の発⽣に

灘⾵⼒発電所

以外は特にな

プをつけアナ

ディア等への

灘⾵⼒発電所

PR している

どの撮影が良

学ができるが

いる。 

ギーパークの

エスウィンド

いて 

所は住宅から

バロの⼯場は

なったという

との係わりに

は響灘地区に

を卒業した⽅

元の祭りに参

産業について

連製品は 2

り、仕様書が

⼊する場合は

。メンテナン

発⽣した場合

る場合、そこ

について 

所では雷によ

ない。なお雷

ナウンスをし

の出演につい

所には 3 年前

るわけではな

良く来る。北

が、全国的に

の⾒学 

ドパワーひび

ら 4km 程度

は 3 交代制で

う話は聞いた

について 

に来てから、

⽅の採⽤も⾏

参加し地域と

て 

万点にも及ぶ

が発注されて

はまず⾃社で

ンスに関して

合はその会社

こを公募の条

よって⼀度瞬

雷が落ちた場

している。 

いて 

前 NHK から

ないが、北九

北九州市では

にもこのよう

2 

びき及び⽇本

度離れており

で 24 時間稼

たことが無い

、地元の⾼校

⾏っていた。

との係わりは

ぶが、新規

てから採⽤さ

で何ができる

ては、メーカ

社が対応する

条件にすると

瞬停が発⽣し

場合は稼働停

らメンテナン

九州市が映画

はベアリング

うな⾒学がで

本ロバロ株式

、騒⾳等に対

稼働しており

い。 

校や⼤学⽣に

。エヌエスウ

は持っている

に参⼊すると

されるまで 4

るのか把握し

カーが⾃社の

ることがある

という事は⼀

し、⾵⼒発電

停⽌、強⾵や

ンス⾵景の撮

等の誘致活動

グ⼯場や⾵⼒

できる場所は

式会社との意

対する苦情は

り、10 年経過

に対しインタ

ウィンドパワ

る。 

となった場合

4 年程度かか

し、⾦銭⾯等

のメンテナン

る。地域企業

⼀つの⽅法と

電機が⽌まっ

や雷が発⽣し

影依頼が来た

動を⾏ってお

⼒発電機の内

はなかなかな

資

意⾒交換会 

は現在も発⽣

過するが、う

ターンシップ

ワーひびき、

合はメーカー

かることがあ

等のリスクを

ンス会社を持

業のメンテナ

として考えら

ったことがあ

した場合は、

た。事業者と

おり、映画や

内部、関連⼯

ないため強み
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概要 

⽣して

うるさ

プを⾏

⽇本

ーの認

ある。

を理解

持って

ナンス

れる。 

あるが

パト

として

やテレ

⼯場等

みにな
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○概要

■ウィ
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■株式

・環境

事務

が数⼗

程度の

る。⾵

も難

度打ち

る。打

・事業

運転

しては

計画中

都度対

明を⾏

ある。

システ

・現在

漁業

ち上が

茨城県神栖市
実施概要 

施⽇:平成 3

加者：（委員

要 

ィンド・パワ

式会社ウィン

境影響につい

務所は直近の

⼗分程度であ

の物にし、事

⾵⼒発電機の

しいこともあ

ち込み、機械

打設⼯事の際

業者と漁業者

転状況等に関

は定期総会な

中のウイン

対応してお

⾏ってきたと

。波崎柳川⾼

テムという制

在計画されて

業組合やタン

がっており説

会社説明会

市 

0 年 8 ⽉ 28

員 18 名 オブ

ワーかみす洋

ンド・パワー

いて 

の⾵⼒発電機

ありブライン

事務所はあえ

の直下に⾏く

ある。建設時

械の調整を⾏

際は⾳がやは

者・地域との

関する説明に

などの機会に

ドファームに

り、昨⽇も計

ところである

⾼校という普

制度を作り、

ている洋上⾵

ンカー等の航

説明を⾏って

会場から⾒る

8 ⽇（⽕）、

ブザーバー2

洋上⾵⼒発電

ー会社説明及

機から 100m

ンドを下ろし

えて⾼床式に

くと⾵切⾳等

時の杭打設に

⾏い 20 分程

はり発⽣する

の係わりにつ

については、

に訪問し説明

についても⾃

計画中のウイ

る。社員は全

普通⾼校に求

就業実習に

⾵⼒発電所

航路利⽤者、

ている。漁協

る⾵⼒発電機

3 

29 ⽇（⽔）

2 名 事務局

電所の⾒学 

及び質疑応答

m ほどであ

して対応して

にして⾵⾞の

等は聞こえる

については、

程度たったの

るが、⼟⽇は

ついて 

、関係者⼀堂

明している。

⾃粛エリアは

インドファー

全員地元に住

求⼈を出して

に⽣徒が参加

（ウインドフ

、経産省、環

協からは⾵⾞

機 ウィン

※江島・平

局 6 名） 

答 概要 

り、冬にはシ

ている。また

の環境影響を

るが、波やト

１箇所約 1

のち、再度 10

は⾏わないよ

堂に集まって

なお現状漁

はない。⾏政

ームに対する

住んでおり、

ているほか、

加する協定を

ファーム）に

環境省、国交

⾞の間隔をあ

ンド・パワー

平島の委員は

シャドーフリ

た窓のサッシ

を⾝近に感じ

トラックの⾳

時間程度で

0 分程度打ち

ようにしてい

てもらう事は

漁業を⾃粛す

政区から質問

る質問があり

神栖市出⾝

⽟造⼯業⾼

を結んでいる

について 

交省等が参加

あけてほしい

ーかみす洋上

資

30 ⽇（⽔）

リッカーを感

シは⼀般家庭

じるようにし

⾳と聞き分け

であった。20

ち込んで完了

いた。 

は無く、漁協

するエリアは

問がある際は

り、事業の進

⾝者は現在 3

⾼校とはデュ

る。 

加する協議会

いという要望

上⾵⼒発電所

資料 4 

まで 

感じる

庭と同

してい

けるの

0 分程

了とな

協に対

はなく、

はその

進捗説

3 名で

ュアル

会が⽴

望があ

所 



 

り、漁

■波崎

・事業

 1 基

帯施設

てお

から計

円をす

・⾵⼒

 ⾵⾞

越して

かかる

な対応

・洋上

 現在

だ、⿂

は港湾

要とな

・⽔産

 ⽔産

であ

いては

ブラン

アジ等

 

■JF

 

 

 

 

 

 

漁業者の⽅に

崎漁業協同組

業化の経緯に

基⽬は平成 1

設として建設

り、売り上げ

計画を始めた

すべて⾃費で

⼒発電機のメ

⾞担当の職員

て部品をス

るものもある

応をしている

上⾵⼒発電所

在建設されて

⿂が⾵⾞周辺

湾区域である

なる。現在

産資源のブラ

産加⼯物に⾵

り、売り上げ

は近くに銚⼦

ンド化もでき

等単価が安い

はさき第 2

には⼯事着⼯

組合との意⾒

について 

17 年に⽔産

設した。設備

げで漁協施設

た、今後建設

で賄い建設し

メンテナンス

員を２名配置

トックするよ

るため、悪い

る。 

所との関係に

ている場所で

辺へ移動すれ

るため、県が

3 つの漁協が

ランド化につ

⾵⼒発電機の

げが上がった

⼦漁港があり

きるかもしれ

いため、ブラ

⾵⼒発電機

⼯の際には警

⾒交換会 

産庁の新漁村

備利⽤率は計

設の電⼒を 1

設する漁港関

した。 

スについて 

置し、⽇頃か

ようにしてい

い部品は早め

について 

ではあまり操

れば近くまで

が許可を出す

があるが何年

ついて 

のシールを張

たかどうかは

りそちらの⽅

れないが、波

ランド化して

の⾒学 

4 

警戒船の協⼒

コミュニテ

計画時は 20

100%賄って

関連施設（加

から⽬や⽿で

いる。ただし

めに交換し、

操業していな

で船曳する漁

すことになる

年も事業者と

張る取り組み

は不明である

⽅がブランド

波崎漁業協同

て⾼く売ろう

⼒をお願いし

ィ基盤整備事

0%程度であ

ている。2 号

加⼯所）の附

で⾵⾞の状態

し部品によっ

外した部品

ないためトラ

漁業者もいる

るが、そこに

と話し合いを

みについて、

るが、好評で

ド⼒はかなり

同組合で獲っ

うという事に

している。 

事業として既

ったが、現状

機については

附帯施設とし

態を確認して

っては注⽂し

品は万が⼀に

ラブルは発⽣

る。現在計画

には近隣の漁

を⾏ったと思

加⼯組合が

ではあった。

り⾼い。⾼価

ている⿂種は

には⾄ってい

資

既存製氷⼯場

状は 30%と

は平成 24 年

して建設費⽤

ている。故障

してから何か

に取っておく

⽣していない

画されている

漁業者の同意

思われる。 

が⾏った取り

ブランド化

価なものであ

はイワシ、サ

いない。 

資料 4 

場の附

となっ

年ごろ

6 億

障を⾒

か⽉も

くよう

い。た

る場所

意が必

り組み

化につ

あれば

サバ、



資料5

今後、中浦地区・江島地区において、事業者が⾵⼒発電事業を実施する際
の要件として、以下内容について記載した取り決め事項を作成します。

○地域等との合意形成に関する要件
○環境影響に対する要件

上記内容について、今後中浦地区分科会・江島地区分科会を開催し、その
中で協議等を実施します。

合意形成について

・事業の進捗状況
規模、スケジュール等

・危機管理体制

・環境影響
調査、予測、評価結果
事後調査結果

・地域活性化
地域活性化策の検討
各主体の取組等

■分科会での主な協議事項

合意形成：地区分科会について（案）

⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電
事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電
事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電
事業者

⻄海市

○○地区分科会

※年1回の開催を基本とし、必要に応じて実施

報告報告
報告

資料5



○地域等との合意形成に関する要件（案）

ー事業⼯程毎の取組等の内容ー
※以下取組等においては地域検討会の検討結果についても参照

【⼯事実施前の取組等の内容】
・事業計画や環境影響（調査・予測結果、保全対策等）についての報告
・地域活性化策の計画や実施⽅法等について、地域住⺠や先⾏利⽤者等（以下、「地
域」という。）、⻄海市との協議の実施
・これらの説明及び協議を踏まえた「地域」との合意の形成

【⼯事中の取組等の内容】
・⼯事の進捗状況や環境影響の状況（事後調査結果等）、苦情等の発⽣及び対応状況に
ついての報告
・地域活性化策の進捗について地域や⻄海市との協議の実施

【⾵⼒発電供⽤時の取組等の内容】
・施設の稼働状況や環境影響の状況（事後調査結果等）、苦情などの発⽣及び対応状況
についての報告
・地域活性化策の進捗について地域や⻄海市との協議の実施

【事業終了時】
・事業の終了に関する市⻑及び地区分科会に対する事前説明の実施

合意形成：取り決め事項（案）の内容について 資料5

○環境影響に対する要件（案）
・以下事項に関する地域の特性や事業特性を踏まえた調査、予測及び評価の必
要性の検討

■⼯事の実施による環境影響
■⾵⼒発電機の稼働及び存在による環境影響

・予測の不確実性が⼤きいもの等に対する事後調査の実施
・調査、予測、評価及び事後調査における環境影響評価法や⻑崎県環境影響評
価条例等への準拠
・地域検討会の検討結果の参照

合意形成：取り決め事項（案）の内容について 資料5
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1 

環境保全について 

〜中浦地区における環境留意事項〜 

  

これまでの検討会での取り組みより中浦地区において挙げられた環境影響に関する意⾒は以

下の通りである。 

これらの意⾒及び「⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画」における「事業推進エリアに

おける留意事項」を踏まえ、中浦地区において事業を実施する場合には、次ページに⽰す「中

浦地区における環境留意事項」を考慮することとする。 

 

○これまで述べられた環境影響に対するご意⾒ 

【騒⾳】 

・騒⾳、低周波⾳による影響が⼀番懸念されるが、そういった影響が考慮された事業であれば

問題ないと考える。 

・今後の事業計画によるだろうが、⾵⾞が増えても騒⾳の影響は問題ないものなのか。騒⾳と

⾵⾞の⼤きさや数との関係について具体的に教えていただきたい。 

・⾵⼒発電機から発せられる低周波⾳にはどのような⼈体影響があるのか。 

・伊佐ノ浦公園のコテージは夏休み等⾮常に利⽤客が多いが、候補エリアが⾮常に近く、騒⾳

による影響が懸念される。施設や利⽤客に対する影響を検討していくべきではないか。 

【⽔路】 

・⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業の実施による影響が出ないか⼼

配である。 

【⿃類】 

・⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツル類に関して、ほぼ全世

界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にかけて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上

空を通る。⻄海市は⾃然豊かな場所であるので慎重に事業を進めていただきたい。 

【景観】 

・⻄海市観光協会では⾃然景観を売りにしているが、そこに⼈⼯物が建設されることに対する

影響を懸念している。⾃然景観と調和できなければ問題であるが、新たな観光資源となりいい

⽅向へ進めていければ良いと考える。 

【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・影の影響（シャドーフリッカー）について考慮していただきたい。 
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中浦地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 
エリアから最近傍の住居は、北⻄側の約 600m に位置する。事業を
検討する際に事業者は、近傍の住居に対して⾵⾞から発せられる騒
⾳・低周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、
福祉などの環
境に配慮すべ
き施設） 

エリアから最近傍の環境配慮施設は、南⻄約 1,900m に位置する。
事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳
や設置の影について、環境配慮施設、畜産施設への影響について検
討する必要がある。 

養鶏場・⽜舎
等の畜産施設 

畜産施設は、エリア内に 1 箇所の種豚場が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、施設および作業従事者に対して留意する必要があ
る。 

公園 
エリア付近には伊佐ノ浦公園が存在する。事業を検討する際に事業
者は、伊佐ノ浦公園の利⽤者に対して⾵⾞から発せられる騒⾳・低
周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

⽔利⽤ ⽔路 
⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業を検討
する際に事業者は、⼯事の実施や施設の設置による⽔路への影響に
ついて検討する必要がある。 

動物 
主要な渡り⿃
のルート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

植物 

⾃然度の⾼い
植物群落 
( 環 境 省
1/2.5 万現存
植⽣図) 

エリア内には、植⽣⾃然度※1 が 9 の植物群落が存在する。事業を
検討する際に事業者は、⼟地改変による影響に留意する必要があ
る。 
※1 植物⾃然度とは、植物社会学的な観点から植物群落の⾃然性

がどの程度残されているかを⽰す指標であり、植物群落ごとに
1〜10 の 10 段階に分けられる。植物⾃然度が 9 や 10 の植物
群落は、⾃然性が多く残っていて、重要な植物群落として扱わ
れることが多い。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、⻑尾城跡や中浦ジュリアン記念公園などの眺望点
が存在する。事業を検討する際に事業者は、これら以外の眺望点に
も⼗分留意し、設置する⾵⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、
眺望特性（主要な眺望⽅向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、
⽀障の程度に応じた配慮を検討する必要がある。 眺望景観 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
※  …新たに追加した内容 
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中浦地区における環境留意事項 

項目 情報 留意すべき内容 

⼈と⾃然
との触れ
合い活動

の場 

九州⾃然歩道 
（環境省⻑距離⾃然
歩道） 

エリア内には、九州⾃然歩道が存在するため、事業を検討す
る際に事業者は、⼟地改変や資材運搬などによる影響に留意
する必要がある。 

野外レクリエーシ
ョン施設 

エリア内に位置する伊佐ノ浦公園は、⾃然との触れ合い活動
が出来る施設である。事業を検討する際に事業者は、施設の
利⽤（利便性の低下など）に対する影響を検討する必要があ
る。 

事業計画 

⺠有林保安林 

エリア内には、解除が困難とされる傾斜度 25°以上の⼀級指
定地の⺠有林保安林が存在する。事業を検討する際に事業者
は、保安林の位置、種類、指定状況を確認し、⾵⾞の配置や
取り付け道路等の地形改変区域が含まれないように留意する
とともに、関係者と協議する必要がある。 

地域森林計画おけ
る森林経営計画 

エリア内には、計画が作成されている森林が存在する。事業
を検討する際に事業者は、⾵⾞や取り付け道路等の配置検討
にあたり当該計画の詳細を把握し、関係者と協議する必要が
ある。 

鉱業権区域 
エリア内には、鉱業権区域が存在する。事業を検討する際に
事業者は、鉱業権の内容について把握し、必要に応じて関係
者と協議することに留意する。 

⽔道利⽤ 

エリア内には、⻄海市⽔道⽔源保護条例で指定されている⽔
源保護区域の既存⽔源（伊佐の浦川砂防ダム上流域；農業⽤
の伊佐の浦ダムは伊佐の浦川砂防ダム上流域に位置してい
る）が存在する。事業化の際に事業者は、⻄海市⽔道⽔源保
護条例に則り、関係部局と協議し、必要に応じて関係地域に
対して説明会の開催等の措置を取る。 

電波障害 

エリア内はテレビ受信への影響が懸念される地域である。事
業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への
放送電波受信に対する影響について検討し、関係者と協議す
る必要がある。 

埋蔵⽂化財 

エリア周辺では、「⽯鍋」遺跡が存在する可能性がある。事業
を検討する際に事業者は、⼟地改変する範囲が確定した段階
で、⻄海市教育委員会へ調査の実施について相談する必要が
ある。 

農地 
エリアの北側にはみかん畑等の農地が存在する。事業化の際
に事業者は、関係者と協議するとともに、農業従事者への影
響についても留意する必要がある。 

その他 累積的影響 
エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、
事業者はそれらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検
討する必要がある。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
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環境保全について 

〜江島地区における環境留意事項〜 

  

これまでの検討会での取り組みより江島地区において挙げられた環境影響に関する意⾒は以

下の通りである。 

これらの意⾒及び「⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画」における「事業推進エリアに

おける留意事項」を踏まえ、江島地区において事業を実施する場合には次ページに⽰す「江島

地区における環境留意事項」を考慮することとする。 

 

○これまで述べられた環境影響に対するご意⾒ 

【騒⾳】 

・地域住⺠としては騒⾳、超低周波⾳の影響が最も気になると考えられる。その点については

しっかりとしたデータを⽰していただき住⺠の⽅の理解を得ていくことが重要だと考えている。 

 

【地下⽔】 

・建設時の影響について、江島地区の上⽔道は地下⽔を利⽤している。地下⽔脈に対して⼯事

の影響は⽣じないのか。 

 

 【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・⾵⾞の影による影響を懸念している。 

 

 【テレビ電波】 

・テレビ電波への影響はどうなのか。 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 

エリア内に位置する江島には 100 ⼈ほどが⽣活しており、漁港周辺
に集中している。事業を検討する際に事業者は、近傍の住居に対し
て⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳や設置による影の影響につい
て検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、福
祉などの環境に配
慮すべき施設） 

エリア内に位置する江島には江島⼩中学校や診療所などの環境配慮
施設が存在する。事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられ
る騒⾳・低周波⾳や設置の影について、環境配慮施設への影響につ
いて検討する必要がある。 

⽔利⽤ 地下⽔ 
江島には地下⽔脈が存在し、上⽔道に利⽤されている。事業を検討
する際に事業者は、島内における施設の設置や⼯事の実施による地
下⽔脈への影響について検討する必要がある。 

動物 

主要な渡り⿃のル
ート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

⿂類の回遊ルート 

エリア周辺の⾵⼒発電施設の設置による⿂類の回遊ルートへの影響
については、現段階では情報が不⾜しており不明な点が多い。その
ため、事業を検討する際に事業者は、最新の情報収集に努め、必要
に応じて調査・検討を実施する必要がある。 

植物 藻場 

平成 25 年、26 年の⻑崎県が実施した調査では江島周辺には藻場の
分布が確認されている。事業を検討する際に事業者は、藻場の分布
等の状況の詳細を把握し、必要に応じて保全対策を検討する必要が
ある。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、碁⽯が浜などの眺望点が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、これら以外の眺望点にも⼗分留意し、設置する⾵
⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、眺望特性（主要な眺望⽅
向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、⽀障の程度に応じた配慮
を検討する必要がある。 

眺望景観 

その他 
陸上利⽤ 

テレビ電波 
事業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への放送
電波受信（共同受信施設の受信を含む）への影響について検討する
必要がある。 

その他 
海⾯利⽤ 

海上交通 
（航⾏船舶） 

事業を検討する際に事業者は、船舶航⾏の安全に関わる項⽬につい
て⼗分に検討し、海上保安庁などと船舶航⾏に係る安全対策の協議
等を実施（必要に応じて第三者機関による調査・検討を含む）する
必要がある。 

海上インフラ（灯
台、灯浮標など） 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 
 ※  …新たに追加した内容 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

その他 
海⾯利⽤ 

定期航路 

エリア内には崎⼾商船の航路と九州商船等の予備航路（第2〜5基
準経路）が存在する。事業を検討する際に事業者は、運航事業者
に対して、⼗分な説明・協議を⾏うとともに、船舶の航⾏安全に
配慮した離隔距離を設定する必要がある。 

港湾・漁港 

エリア周辺に江島の丸⽥漁港が存在する。事業を検討する際に事
業者は、将来構想や開発空間の留保等、港湾及び漁港の開発、利
⽤、保全計画に影響を及ぼさないように留意し、関係者と⼗分な
協議を⾏う必要がある。 

指定避難海域・⼀
般錨地 

エリア内には⼀部「船舶運航事業者における津波避難マニュアル
作成の⼿引き」（平成 26 年，国⼟交通省海事局）に基づき設定さ
れた指定避難海域が存在する。事業を検討する際に事業者は、そ
の変更を含め海事関係者との⼗分な協議を⾏う必要がある。 

漁場利⽤ 

エリア内および周辺では、主に刺網（エビ）、釣り（⼀本釣り、曳
縄）が操業されている。事業を検討する際に事業者は、操業実態
を調査し、漁業関係者との⼗分な調整・協議を⾏い、漁業協調策
を含めた両者の共存策の検討を⾏う必要がある。また、他地域か
ら⼊漁する漁業主体に対しても、⼗分な調整・協議を⾏う必要が
ある。（漁業種類別の留意事項については補⾜表１を参照） 

漁業権 
事業を検討する際に事業者は、共同漁業権の許可を受けた漁業主
体漁業者に対して⼗分な説明・協議を⾏う必要がある。 

累積的影響 

エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、そ
れらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検討する必要があ
る。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 

 

補⾜表 1 漁業種類別の留意事項（江島地区） 
漁業種類 留意すべき内容 

刺網（イセエビ） 
イセエビは岩礁域に⽣息するため、岩礁上に⾵⾞を設置する際には、イセエ
ビの⽣息環境への影響について留意する必要がある。また、漁業操業時の障
害の程度についても留意する必要がある。 

釣り（⼀本、曳縄） 
⿂類蝟集効果により、⾵⾞の周辺が⼀本釣り、曳縄の漁場として利⽤される
可能性が考えられる。そのため、⾃由漁業である⼀本釣り、曳縄との安全対
策を含めた海⾯の利⽤調整に留意する必要がある。 
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基本⽬標 基本施策
不安がない地域に（医療、教育、住居、若い⼈や⼦どもの声があふれる地域。⼩学校就学前の⼦どもの数）
⾵⼒発電の学習環境の整備
⼦供＝⻘年の学びの場を提供する 「キーワード」再⽣可能エネルギーと農業、観光（鍾乳洞、伊佐浦公園）
「ウインドカレッジ」設置 ― ⻑⼤、総科⼤、⾼専とのタイアップ
エネルギー（特に再エネ）へ理解ある地域 いつでもどこでも学べる⽣涯学習の推進
⾼齢者層と若年層が交流を深め地域の伝統⽂化が継承される地域
中浦浮⽴の継承
浮⽴の毎年開催
中浦の歴史・特に中浦ジュリアン出⽣の地、楠本⻑三郎⽣家跡。⼈物の歴史にまつわる散策道が整備できればよいと思う
史跡の活⽤による地域を訪れる⼈の増加
地域の産業歴史を学ぶ場を作る
地域の⼈（特に若者）に地元の歴史について知ってもらえるように！
中浦の⽂化・歴史・⾃然を伝える博物館やテーマ館がない

⼈⼝の減少や⾼齢化は避けられないかもしれないが、それでも働いて⽣活できる場所があり地域社会が維持できるようになってもらいたい
荒廃地が多い
⼟地の整備について、地主の理解が必要である
農産物のブランド化
名産のアピール・オリーブ・トマト・みかん
農業⽤地の貸し出し（オーナー制度なども）
みかん、オリーブ、芋、すいかなどのオーナー制事業
⾃然散策農業体験、いなか⽣活の体験などができるような環境整備
地域資源を⽣かしたキノコ⽣産施設等への助勢的⽀援（補助⾦等）
地元特産品の紹介、販売から経済効果を
地域で⽣活していく為に安定した収⼊・職場が確保されている状況であること
若い⼈たちが増えるよう仕事場をつくる
住⺠にとって⾝近な存在であった農協(JA)が統合されなくなる。唯⼀の商店であったAコープもあと2〜3年で撤退する⼼配がある
コンビニがほしい
ウォーキングロードの整備・⽵林、つた類の伐採
経済メリットがある、交流⼈⼝を増やす ①観光客、②修学旅⾏（体験）、③外国⼈旅⾏者
集客、開催費⽤の確保
基地局が必要です。※WI-FIの整備も
⾵⼒発電量に照明やモニュメント（ロボット）
伊佐ノ浦公園 夏以外の集客
伊佐ノ浦ダム周辺の活性化
伊佐ノ浦ダムをもっと活⽤できないか
七釜鍾乳洞の認知度向上
七釜鍾乳洞を中⼼としたエリアに⼈を呼び込む
七釜鍾乳洞を観光資源として⼤いに⽣かして県内外からの集客に期待したい
九州⾃然歩道の整備
江川内川を⽣かした「ほたるロード」の整備（ウォーキングロードが無い）
中浦ジュリアン、世界遺産を活かす
⼣⽇がジュリアン公園の活⽤
ジュリアン公園は⼣⽇がきれい ⼣⽇を⾒ながらのミニコンサート開催
四季を通じて⼈が訪れる地域
つり客・ＢＢＱ客・⼣⽇
地域の景観を整備し、観光ルートの構築を図る
⾃然散策コースとネイチャーガイドの整備
鍾乳洞、ジュリアン、伊佐ノ浦を全国区へ
海、⼭、空、星、⽔が売り物になる
観光資源の洗い出し掘り起し（観光マップ作成、歴史を誇る場の提供、PR、CM
⻄海楽園跡地の活⽤（宿泊施設の可能性）
宿泊施設
ガイド育成

中浦地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針

⽣涯にわたり活躍できるひとづくり

⽣きる⼒をはぐくむ学校教育の実現

地域を⽀える⽂化・芸術、スポーツの振興

さいかいで活躍できるしごとづくり

地域の特性を⽣かした農林業の振興

個性と活⼒あふれる商⼯業の振興

・耕作放棄地を利⽤した農産物の栽培や農業体験の実施

・観光資源の活⽤に向けた整備と観光ルートの検討
・農業体験・農家⺠泊等を利⽤した交流⼈⼝の増加
・中浦の魅⼒を体験するツアーの実施やガイドの養成

魅⼒ある地域資源を活⽤した観光業の振興

ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

・環境教育における⾵⼒発電施設の利⽤

・祭事の継続的な開催

第2次⻄海市総合計画
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基本⽬標 基本施策
電気が無料で使い放題の地域
崖崩れや⽔の問題など災害のない安⼼して⽣活できる地域づくり
⾼齢者が住みやすい地域に
⾼齢者が安⼼して暮らせる地域
⾼齢化が進んでいる。免許証の返上
歩きやすい道路（雑草やグレーチングが⽬詰まりしていない等）
ゴミ（タバコ吸い殻等、ペットボトル、ビニール袋）の無い美しい町
地域全体が荒れている きれいに整備し、景観の良い地域づくりをしたい
夜暗くて、曲がっていて、危ない道が多い
歩道の草刈
道路の整備
安全な道（街灯、歩道のサイン）
電気⾃動⾞の充電スポット設置
仕事場までの通勤がスムーズになり、⼈が住み続けられる地域
交通の便利さを
電気バスの運⾏＆コミュニティバス
⽔道⽔源に不法投棄があるので豊富な⽔源の確保を望む 安全で安定した⽔の供給
⼤規模な開発出来る所とできない地域との調和
希少動植物の保全
笑顔や笑いのある（住⺠それぞれ⽼いも若きも）町
集落内での家庭間交流が希薄になっている
相談ごと、近所付き合いを気軽に！！様々な不安が解決しやすい地域
→相談→対応→解決（しくみづくり）
⼦供達を含む、若い世代が住む元気のある地域にしたい
若者が住みやすい地域に
集う場所がある⾼齢者に優しい街
中⼼部をつくる
働きと憩いの場（⾵⾞周辺の整備作業（働）、⾵⾞を⾒ながらコーヒーを飲む）
古⺠家を活⽤し移住者を増やす
⾷事処ありますか？
⾷事をするところが増えると助かる

若者が集まるイベントの仕掛⼈を育成し、楽しく過ごせる地域
経済効果を期待する⼈が少ない
地域全体に情報を流し、共有できること
地域の⼈の協⼒(⼿弁当)お⾦がないので
地域をひとつにする（リーダーの育成、サポーターの育成、根気強く外部からの専⾨家の受⼊）
地域おこし協⼒隊？
⼈⼿、賛同者の確保
⽇本でこの地域しかない事への⾃信と誇りを持った⼈々の育成。
リーダーの養成（問題解決のため皆が協⼒して推進できるか）
専⾨性を持つ⼈の育成（地域に根付いた⼈）
⼈の掘り起し（地域内での⼈材発⾒）
いかにして本気にさせるか→動機付け
資⾦が集まらない
財源の確保
補助⾦の活⽤
全てに於いて取り組むための費⽤が不安(作り出すノウハウ)不⾜
お⾦を落とす仕組み
若者が多く住む活気のある地域にしたい
⼈⼝減少に⻭⽌めをかけられない
⼈材不⾜、若者不⾜
観光協会、農業者（⽣産者）、市役所などいろんな団体との連携
地縁団体の組織はしっかりしている。問題意識を共有できるかがカギとなる
既存のお客様に⻄海の魅⼒をきく
情報発信（知名度の向上）
⻄海市の認知度ＵＰ
⻄海市といえば？
⽥舎の良さを発信できるように

中浦地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針

安⼼して活躍できるまちづくり

安全で災害に強いまちづくり

確かな安⼼と⾃⽴を⽀える社会保障制度の実施

安全で快適なみちづくり

循環型社会の実現を⽬指すまちづくり

地域の交流拠点づくり

・中浦の魅⼒を体験するイベントの開催

・中浦地区プロモーション動画の作成

みんなでつくるさいかい

市⺠共同のまちづくり

・地域住⺠や観光客に向けた宿泊施設・⾷事処の整備

市外への流出抑制と市外からの流⼊促進

市⺠に⾝近で効率的な⾏財政運営

シティプロモーションの強化

・快適に利⽤できるような道路環境の整備

ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針
第2次⻄海市総合計画

・防災対応型電源供給システムの導⼊
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基本⽬標：1.⽣涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

⻄海市では市内の⼩中学⽣を対象とした、⾵⼒発電施設の⾒学を⾏っています。中浦地区には「⾵

⼒発電等に係るゾーニング導⼊可能性検討モデル事業」における⾵⼒発電の事業推進エリアが設定

されており、今後導⼊されると想定される⾵⼒発電施設を環境学習施設として利⽤することで、⼩

学⽣等へ向けた新たな環境学習施設としての利⽤が期待されます。 

地域の伝統⾏事に関しては、神待祭や 4 年に 1 度の中浦浮⽴が⾏われています。多くの地域住⺠

が参加し、地域にとって⼤切な⾏事となっていますが、今後⾵⼒発電事業者等の参加による継続的

な開催が望まれます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

1：⽣涯に

わたり活躍

できるひと

づくり 

1-5：⽣き

る⼒を育む

学校教育の

実現 

1-5-2：豊かな⼼の育

成とふるさとを学ぶ

教育の推進 

1-5-2-2：ふるさとを学ぶ教

育の推進 

⽅針 1-1：環境教育における⾵⼒

発電施設の利⽤ 

1-9：地域

を⽀える⽂

化・芸術、

スポーツの

振興 

1-9-2：⽂化財の保

存・保護・活⽤ 

1-9-2-3：地域伝統⽂化の継

承 
⽅針 1-2：祭事の継続的な開催 
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 エ

し、

【七

⻘

り」

町⽴

⽕が

歓声

【し

 し

びや

エナ

熊内

地域活
中浦地区では

が参加してお

んでいますが

典：「中浦の宝

⾵⼒発電事業

⾵⼒発電事業

に参加するこ

エク

エクイスエナ

クリーンエ

七⼾夏祭り花

⻘森県七⼾町

への協賛を

⽴中央公園で

が打ち上げら

声が送られま

しちのへ町秋

しちのへ町秋

やかな⼭⾞が

ナジーでは、

内地区への協

活性化策
は神待祭や 4

おり、地域に

が、今後の定

宝」http://s

業者等参加者

業者等参加者

ことで地域と

参考資

クイスエナジ

ナジーでは太

エネルギーの

花⽕⼤会】 

町で開催され

を⾏いました

では、2000 発

られ、来場者か

ました。 

秋祭り】 

秋祭りでは⾃

が町内を練り

⻘森事業所が

協賛を⾏いま

策の⽅針
年に 1 度の

とって⼤切な

定期的な開催

saikai-naka

者の増加に向

者が増加する

との信頼関係

料：事業

ジー 

太陽光発電事

の電⼒事業者

れる「しちの

。会場となっ

発を超える美

からは⼤きな

主制作によ

歩きます。エ

が所在する七

ました。 
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1-2:「祭
の中浦浮⽴が

な⾏事となっ

催が望まれます

aura.com/ 

けた取り組み

ような取り組

係醸成が期待

業者による

事業

事業を⾏う⻘森

として地域の

のへ夏祭

った七⼾

美しい花

な拍⼿と

るきら

エクイス

七⼾町荒

祭事の継続
が⾏われてい

っています。

す。 

み 

組みを検討し

されます。 

る祭事へ

業名等 

森県七⼾町に

の発展に貢献

七⼾夏祭

続的な開
ます。このよ

。中浦地区で

します。⾵⼒

への協賛 

において、地

献しています

祭り花⽕⼤会

開催」 
ような⾏事に

では⼈⼝が減

⼒発電事業者

― 

地域の花⽕⼤

す。 

会・七⼾秋祭
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減少し、⾼齢

者にとっては

⼤会や祭りに

祭りの様⼦ 
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齢化が
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に協賛



資料 7-1 
 

7 
 

基本⽬標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

中浦地区ではみかんをはじめ柑橘類の栽培が盛んです。その⼀⽅で耕作放棄地が増えており、景

観が悪くなっている場所もあります。今後このような耕作放棄地を利⽤し、新たな農産物の栽培を

進め、景観の改善を図っていくことが望まれます。また整備した農地を利⽤した農業体験を実施す

ることで、交流⼈⼝の増加につながっていくことが期待されます。 

観光においては、七ツ釜鍾乳洞や伊佐ノ浦公園のように既に多くの⽅に利⽤されている観光資源

のほか、江河内川のように整備をすれば観光資源として利⽤できる地域資源もあります。今後この

ような地域資源の整備を進め、中浦地区をめぐる観光ルートの作成やツアーを実施していくことで

観光客などの増加が期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか

いで活躍で

きるしごと

づくり 

2-1：地域
の特性を
⽣かした
農林業の
振興 

2-1-1：次世代へつな

ぐ農林業基盤の整備 

2-1-1-1:農地等の整備・維

持管理 

⽅針 2-1：耕作放棄地を利⽤した

農産物の栽培や農業体験の実施 

2-4：魅⼒

ある地域資

源を活⽤し

た観光業の

振興 

2-4-1：地域資源を活

かした観光資源の発

掘 

2-4-1-1:新しい観光資源

の発掘・活⽤ 

⽅針 2-2：観光資源の活⽤に向け

た整備と観光ルートの検討 

2-4-3：観光受⼊体制

の充実と認知度アッ

プ 

2-4-3-3：ガイドやインス

トラクターなどの⼈材育成

とネットワーク化の推進 

⽅針 2-3：中浦の魅⼒を体験する

ツアーの実施やガイドの養成 
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浦
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に
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け
る
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耕

区の

 

主体 

り組み

概要 

⻑

るた

 千

会員

組み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典
http

「耕作放
中浦地区では

ている場所が

場の形成につ

流⼈⼝の増加

典：「Saikai 

耕作放棄地を

耕作放棄地を

の⽅と会員で

参考資料

⻑

⻑野県千曲市

ため「棚⽥貸

千曲市が特定

員は⽥植え、

みです。⾏事

典：「千曲市
p://www.ci

地
放棄地を利
はみかんをは

があります。

つながること

加につながっ

ブログ」ht

を利⽤した農

を利⽤した農

で⾏うオーナ

料：棚⽥

⻑野県千曲市

市では、平成

貸します制度

定農地貸付法

草刈り、稲

事の参加は⾃

HP 棚⽥貸
ity.chikuma

地域活性
利⽤した農
はじめ柑橘類

今後このよ

とが期待され

ていくこと

tp://www.

農作物の栽培

農作物の栽培

ナー制度等の

貸します

市 

成８年度より

度」（棚⽥オー

法により棚⽥

稲刈り、脱穀

由で収穫物

貸します制度
a.lg.jp/docs
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性化策の⽅
農産物の

類の栽培が盛ん

うな耕作放棄

れます。また整

が期待され

city.saikai.n

培 

培を検討します

の仕組みを検討

す制度（オ

事業

、姪⽯（めい

ーナー制度）

を地権者か

穀の各⾏事に参

のみ受け取

度（オーナー
s/2013031

⽅針 2-1
の栽培や農

んですが、耕

棄地を利⽤し

整備した農地

ます。 

nagasaki.jp

す。管理費⽤

討することで

オーナー

業名等 

いし）地区で

を実施して

ら借り受け、

参加し、収穫

るコースもあ

制度）につい
1500256/ 

: 
農業体験
耕作放棄によ

し、農産物の

地を利⽤した

p/sightseei

⽤等を地域外

で、交流⼈⼝

ー制度）に

みんなの

で棚⽥の保全

ています。 

、会員募集し

穫物(お⽶)は

あります。 

いて」

験の実施」
より利⽤され

の栽培を⾏う

た農業体験を

ng/blog/ 

外から募集し

⼝の増加も期

について

のふるさとふ

全、都市と農

し、貸し付け

はすべて会員
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出典
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左下

「観光
中浦地区には

江河内川の

内川のような

とで、中浦地

江河内川等の

江河内川等の

ついても⼀つ

 

⻑

多以良川はホ

近づきホタル

アをだし、「み

「みんなのふ
⻑崎県河川課で

然とふれあい
た。この事業は
る愛護団体等の
べるために、⿂
た環境学習や清

典：「ながさき
ps://www.n

中浦地区の
下：七ツ釜鍾

地
光資源の活
は伊佐ノ浦公

のように今後

な整備が必要

地区全域での

の整備と観光

の整備と中浦

つの地域資源

参考資料

⻑崎県河川課

ホタルが乱舞

ルを鑑賞する

みんなのふる

ふるさとふれあ
では平成１９年
い、楽しめるよ
は、従来より美
の皆様と連携し
⿂道や護岸、散
清掃活動等が⾏

き旅ねっと」
nagasaki-ta
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地域活性
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要な場所の整

の観光客等の

光ルートの作

浦地区全域を

源ととらえ、

料：多以良
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⾏われています

 
abinet.com

資源（上：伊
下：中浦ジュ

9 

性化策の⽅
けた整備

釜鍾乳洞のよ

れば新たな観

整備を進めつつ

の増加が期待

作成 

巡るような観

観光資源と

良川ホタ

事業

かな河川です

来るように地域

あい事業」で

１年度にかけ
のふるさとふれ
境学習に熱⼼に

が安⼼して、⾃
を⾏うものです
す。 

m/guide/60

伊佐の浦公園
ュリアン記念

⽅針 2-2
備と観光ル
ように既に観

観光資源とし

つ、地域全域

されます。 

観光ルートの

しての利⽤や

タルの⾥河

業名等 

。この公園は

域の⽅々がア

で整備されて

けて、県⺠の皆
れあい事業」を

取り組んでい
⾃然にふれあい

す。整備した施

551/ 

園、 
念公園） 

: 
ルートの

観光資源とし

して利⽤でき

域をめぐるよ

の作成を検討

や観光ルート

河川公園

みんなの

は⽔⾯ま

アイデ

います。 

皆様が⾝近
実施しま
ただいて
い、遊び、

施設を利⽤

江

の検討」 
して利⽤され

きるものもあ

ような観光ル

討します。ま

トへの組み込

園 

のふるさとふ

江河内川の状
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出典
の調

「中浦の
中浦地区では

跡めぐりツア

れているツア

とが期待され

典：「Saikai 
 「中浦の宝

地域資源を利

現在利⽤され

アーの検討を

検討します。

参考

O 法⼈ 体験

NPO 法⼈ 体
た「サッパ船
ガイド」、住⺠
「番屋料理体

を提供してい
住⺠ガイドは
なっており、
業推進のため
施設関係者等
す。ＮＰＯ法
の取組経験の
ウンドを持つ

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅⼒を
は七ツ釜鍾乳

アーが開催さ

アーに加え、

れます。 

ブログ」ht
宝」http://s

利⽤したツア

れている地域

を⾏います。

 

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの
船アドベンチ
⺠講師による
体験」等の漁

います。  
は体験プログ

宿泊施設や
めの体制とし
等が参画する
法⼈の設⽴、運
のある⾏政経
つメンバーが

興のあり⽅検
ttp://www

地域活性
体験する

乳洞における

されています

今後新たなツ

tp://www.
saikai-naka

アーの実施や

域資源や、江河

またツアー

地域資源を

はたネットワ

のはたネット
ャーズ」、「北

る「ガラス浮
漁村地域の資

グラムの収益
や⺠泊への新
して、漁協、農
るＮＰＯ法⼈
運営までを村

経験者や島へ
がＮＰＯ法⼈

検討委員会 
.mlit.go.jp/
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性化策の⽅
るツアーの

地底探検ツア

。中浦地区に

ツアーを実施

city.saikai.n
aura.com/ 
ガイドの養成

河内川、⾵⼒

の実施とと

を活かし

ワーク 事業

トワークでは
北⼭崎ネイチ
浮き球編込み
資源を活⽤し

益のうち4〜7
新たな顧客を創

農協、森林組
が、体験型観
村が主導し、

への移住者等
に参加して

第 2 回 資
/kokudosei

⽅針 2-3
の実施や
アーや中浦ジ

には魅⼒のあ

施していくこ

nagasaki.jp

成 

⼒発電施設等

もに中浦地区

した体験型

業名等 

は地域資源を
チャートレッ
み体験」「⾙殻
した体験プロ

7割を得る仕
創出していま
組合、商⼯会
観光を推進し

他県で体験
、多様なバッ
います。 

資料 2 光・
saku/chirit

: 
やガイドの

ジュリアン記

ある資源が豊

ことで交流⼈

p/sightseei

等今後新たに

区の魅⼒を P

型観光の

を活⽤
ッキン
殻アー
ログラ

仕組み
ます。

会、宿
してい
験型観
ックグ

海業分野の
t/meeting_

の養成」
記念公園から

豊富に存在し

⼈⼝の増加に

ng/blog/ 

に整備可能な

PR できるよ

の推進 

― 

の先進的・効
_H27 
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らスタートす

しており、現

につながって

な資源を利⽤

ような⼈材の

果的な取組事

7-1 

する

現在⾏

ていく

⽤した

の育成

事例
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基本⽬標：3.安⼼して活躍できるまちづくり 

概要 

中浦地区では、⼀部の地域に急傾斜地崩壊（がけ崩れ）危険個所や地すべり危険個所が指定され

ています。今後より地域住⺠が安⼼して⽣活できるような施設や仕組みの整備が望まれます。 

道路については、草が茂っていたり、⼟地が荒れていたりして景観が悪くなっている場所があり

ます。また定期的な草刈りを⾏わないと⾒通しの悪さや通⾏の妨げになり安全⾯に⽀障をきたす可

能性もあります。今後中浦地区を訪れた⽅に気持ちよく地域を回ってもらうために、また地域住⺠

が気持ちよく道路を使い通勤や通学等を⾏うためにも、道路環境の整備が望まれます。 

また今後観光客や⾵⼒発電施設の視察を受け⼊れ増やしていくためには、宿泊施設や⾷事処の整

備が必要になります。特に⾷事処については地域住⺠も気軽に利⽤できるような施設の整備が望ま

れます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

3.安⼼して

活躍できる

まちづくり 

3-1：安全で

災害に強い

まちづくり 

3-1-4：⾃然災害に

強いまちの基盤づ

くり 

3-1-4-2：⾃然災害に強いま

ちの基盤づくり 

⽅針 3-1：防災対応型電源供給

システムの導⼊ 

3-5：安全で

快適なみち

づくり 

3-5-3：市⺠と⼀体

となった快適で安

全な道路環境づく

り 

3-5-3-1:市⺠参加による道

路環境づくり 

⽅針 3-2：快適に利⽤できるよ

うな道路環境の整備 

3-11：地域の

交流拠点づ

くり 

3-11-1：地域コミ

ュニティ施設等の

整備 

3-11-1-1：集会所の整備 
⽅針 3-3：地域住⺠や観光客に

向けた交流施設・⾷事処の整備 
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昼夜を問
【主なシ
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出典：「
https:/

活性化策
地区には、急

今後災害時に

対応型電源供

時における⾃

資料：指定

本⼤震災では
な不都合が⽣
常時の⼆酸化
合わせた防災
間の停電が発
問わず防災無
システム構成
光発電（10

「指定避難所
//www.city

策の⽅針
急傾斜地崩壊

に安⼼して避

供給システム

⾃⽴的な電源

定避難所

仙台市 

は、電気・ガ
⽣じました。
化炭素排出量
災対応型太陽
発⽣しても、
無線やテレビ
成】 
kW）/蓄電池

所等への防災
y.sendai.jp/

3-1:「防
壊（がけ崩れ

避難できる施

ム等の整備 

源確保のため

等への防

ガス・ガソリ
こうした経

量の削減を図
陽光発電シス

太陽光発電
ビなどの情報

池（15kWh

防災太陽

災対応型太陽
/kankyo/ku

12 

防災対応
れ）危険個所

施設等の整備

め、防災対応

防災対応型

事業

リン等の供給
経験を踏まえ
図るため、市
ステムを導⼊
電と蓄電池を
報通信機器、

h）/防災系⾼

陽光発電シス

光発電システ
urashi/mac

応型電源供
所や地すべり

備が期待され

応型電源供給

型太陽光

業名等 

給が途絶し、
え、災害時に
市内の指定避
⼊しました。
を組み合わせ

照明、コン

⾼所証明（2

ステムイメー

テム等の導⼊
hi/machizu

供給システ
り危険個所が

れます。 

給システム等

光発電シス

避難所運営
における⾃⽴
避難所等 196

 
せることによ
ンセント等が

灯）/防災系

ージ図 

⼊」
ukuri/energ

テムの導
が指定されて

等の整備を検

ステム等

― 

営などの初期
⽴的な電源を
6 ヶ所に太陽

よって、天候
が使⽤できま

系コンセント

gy/hinanzyo
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導⼊」 
ている場所が

検討します。 

等の導⼊ 

対応において
確保すると

陽光発電と蓄

に左右されず
す。 

ト（3 箇所程

opv/index.

7-1 

があり

てさ
とも

蓄電池

ず、

程度） 

html 
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中浦地

観が悪

り安全⾯

 

 

 

 

 

中
浦
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科
会
に
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定期的

ど、地域

 

 

体 

り

み

概

 

環境美
て農園
います。
させ、種

また、
年実施す
利⽤され

道路美
していま
６回開催

 

 

 

 

 

 
出典：道
www.m

性化策の
地区には各地

くなっている

⾯に⽀障をき

環境の整備 

的な草刈り等

域住⺠との円

環境美

美化を考える
（草⽊等最終
。除草後の草
種まき、栽培
、⼩中学校と
するとともに
れるなど、活
美化活動は、
ます。また、
催し、地域の

道路美化活動
mlit.go.jp/s

の⽅針 3-
地を巡る道路

る場所があり

きたす可能性

等による道路

円満な関係構

参考

美化を考える

る会は、道路
終処理場）と
草⽊処理につ
培し、道路植
と連携した総
に、植栽⽤の
活動が地域に
、平成 11 年

平成 16 年
の教育現場と

動から始まっ
sogoseisaku

-2:「快適
路は整備され

ります。また

性もあります

路環境の整備

構築を図りま

考資料：環

会 

路の美化活動
として再利⽤
ついては、活
植栽に活⽤す
総合学習（野
の花苗につい
に広がりを⾒
年より⽉１回
年より、⼩中
と連携した取

った地域おこ
u/region/te
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適に利⽤
れていますが

た定期的な草

す。 

備を検討しま

ます。 

環境美化

事業

動を⾏うとと
⽤することで
活動の⾃⼰完
するなど循環
野菜の⼟づく
いては道守・
⾒せています
回のペースで
中学校（９校）
取り組みが継

こし〜廃校グ
edukuri/pd

できるよ
が、草が茂っ

草刈りを⾏わ

ます。実施す

化を考える

業名等 

ともに、廃校
で環境学習や
完結型を模索
環型の仕組み
くり、育てる

⽇本⾵景街
す。 
で⾏われ、20

）の総合学習
継続的に⾏わ

グラウンドが
f/Part30_H

ような道路
っていたり、

わないと⾒通

する際は⾵⼒

る会 

みんなの

校になった⼩
や⾷育等の啓
索し、除草で
みを構築して

、調理までの
街道の団体を

0 代から 70
習枠で環境・

われています

が環境農園に
H27/H27_ip

路環境の
⼟地が荒れ

通しの悪さや

⼒発電事業者

のふるさとふ

⼩学校のグラ
啓発などの活
で発⽣した草
ています。 

の⾷育）を平
を通じて他の

代までの幅
・⾷育指導を

す。 

に⽣まれ変わ
ppan_15.pd
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の整備」 
れていたりし

や通⾏の妨げ

の参加を促す

ふれあい事業

ウンドを開墾
動の拠点と
⽊を EM 堆肥

平成 16 年よ
地域でも植栽

広い世代が参
を、１校につ

った！〜
df 
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して景

げにな

すな

業 

墾し
して
肥化

より毎
栽に

参加
つき年
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要
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景

中浦地

きるよう

を呼び掛

 

中
浦
地
区
分
科
会
に
お
け

■古⺠家

古⺠家

て地域住

 

 

 

体 

り

み

概

 

【雪浦ゲ

森⽥屋

はドミ

にも気軽

側をステ

【ゆきや

 ゆきや

フェ、ギ

ワークシ

んの拠

 

 

 

 

 

 
 
 
出典：ゆ

化策の⽅針
地区では⼈⼝

うな施設や⾷

掛けることで

家等を利⽤し

家等を利⽤し

住⺠や観光客

参

NPO 法⼈ 

ゲストハウス

屋は、昔なが

トリーの 2 部

軽に⽴ち寄っ

テージにイベ

や】 

やは、雪浦で

ギャラリー、

ショップ、ス

り所として、

ゆきのうら.
雪

針 3-3:「地
⼝が減少し、

⾷事処を整備

で、交流⼈⼝

した交流施設

して、地域住

客の交流が増

参考資料：

雪浦あんば

ス森⽥屋】 

がらの⼟間を

部屋と個室

ってもらいた

ベントスペー

で⽣産された

、情報提供、

スクール、会

、憩いの場作

net http://
雪浦ゲストハ

地域住⺠
、地域住⺠同

備することで

⼝の増加も期

設・⾷事処の

住⺠や観光客

増えるような

：雪浦ゲス

ばんね 

を⼊⼝に 1 階

1 部屋が整備

たいとの想い

ースとして利

た新鮮野菜・

交流の場な

会議などに使

作りを⽬指し

/www.yukin
ハウス森⽥屋 
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⺠や観光客
同⼠の交流が

で、地域住⺠

期待されます

の整備 

客が交流でき

な仕組みを検

ストハウ

事業

階はオープン

備されていま

いから、1 階

利⽤できます

・加⼯品・⼿

などが集まっ

使⽤できるオ

しています。

noura.net/ 

客に向け
が減ってきて

⺠が交流する

す。 

きるような施

検討すること

ウス森⽥屋

業名等 

ンカウンター

ます。宿泊す

階の 16 畳のお

す。 

⼿芸品など、

った、新しい

オープンスペ

 

けた交流施
ています。今

る場の創出、

施設や⾷事処

とで交流⼈⼝

屋・ゆき

ーのカフェや

する⼈だけで

お座敷はカフ

「雪浦ブラン

い「雪浦の集

ペース（有料

ゆ

施設・⾷事
今後地域住⺠

更には観光

処の整備を検

⼝の増加も期

きや 

― 

やイベントス

ではなく、雪

フェとしての

ンド」を提供

集いの場所」

料）がありま

ゆきや 

資料 7

事処の整
⺠が気軽に交

光客へ施設の

検討します。併

待できます。

スペース、2 階

雪浦に住む⼈

の利⽤のほか

供する産直所

です。２階に

す。地域の皆

7-1 

整備」 
交流で

の利⽤

併せ

。 

階に

⼈たち

か、縁

所、カ

には、

皆さ
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基本⽬標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

中浦地区では⼈⼝減少・⾼齢化が進んでいます。今後中浦地区を活性化させていくためには、地

域住⺠の交流機会を設け、更に移住者を増やしていく必要があります。 

中浦地区に設定された事業推進エリアは伊佐ノ浦公園の近く位置していることから、今後⾵⼒発

電施設や伊佐ノ浦公園を利⽤した新たなイベントを開催することで、地域住⺠の交流機会の創出や、

観光客の増加が期待されます。またイベントや中浦地区の PR 動画等を作成し、その魅⼒を発信する

ことで、移住者の獲得につながっていくことが期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市⺠

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市⺠活動の⽀援 

4-1-2-4：市⺠協働による地

域の活性化 

⽅針 4-1：中浦地区の魅⼒を体

験するイベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活⽤した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

⽤した情報発信 

⽅針 4-2：中浦地区プロモーシ

ョン動画の作成 
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中

施設

光客

中
浦
地
区
分
科
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■中

⾵

検討

もら

 

主体 郡⼭

り組み

概要 

郡

布引

そ

回っ

布引

も⾏

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典
  

活性化策の
中浦地区に設

設や伊佐ノ浦

客の増加が期

中浦地区の魅

⾵⼒発電施設

討にあたって

らえるような

⼭湖南まつり

郡⼭市湖南町

引⾼原ダイコ

そして、この

っています。

引⼤声⼤会・

⾏われます。

典：「ぐるっと
 「布引⾵

https://

の⽅針 4
設定された事

浦公園を利⽤

期待されます

魅⼒を体験す

設や伊佐ノ浦

ては、地域住

な企画の検討

参考資

り実⾏委員会

町の布引⾼原

コンの産地と

の⾼原には、

毎年 8 ⽉に

抽選会、⽯

 

と郡⼭」htt
⾵の⾼原」 
/www.city.k

4-1:「中
事業推進エリ

⽤した新たな

す。 

するイベント

浦公園、中浦

住⺠同⼠の交流

討が必要です

資料：郡

会（湖南町商⼯

原は、「⾵の⾼

として有名で

⾼さ 100ｍ

は⾵の⾼原祭

筵ふれあい牧

ps://www.

koriyama.fu
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中浦の魅⼒
アは伊佐ノ浦

イベントを

の開催 

地区の農産物

流の場になる

。 

⼭布引 

⼯会） 事業

⾼原」と呼ば

、磐梯⼭や猪

ｍもある⾵⼒

祭りが開催さ

牧場の移動動

.gurutto-ko

ukushima.j

⼒を体験
浦公園の近く

開催すること

物を楽しめる

ること、更に

⾵の⾼原

業名等 

ばれています

猪苗代湖が⼀

発電が 33 基

され、5km

動物園や、⼤

oriyama.com

p/shise/cit

するイベ
く位置してい

とで、地域住

るようなイベ

に観光客等に

原祭り 

郡⼭布

す。この⾼原

⼀望できる絶

基⽴ち並び、

のひまわりウ

⼤道芸⼈によ

m/ 

tysales/kan

ベントの開
いることから

住⺠の交流機

ベントの開催

に中浦地区の

布引 ⾵の⾼

原は、標⾼約

絶景の地です

⾼原の⾵を

ウォーク・⼤

よるバルーン

nkou/nunob

資料 7

開催」 
ら、今後⾵⼒

機会の創出や

催を検討しま

の魅⼒を体験

⾼原祭り 

1,000ｍあ

す。 

を受けてゆっ

⼤根の収穫体

ンパフォーマ

bikikaze.ht
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⼒発電

や、観

ます。

験して

り、

っくり

体験・

マンス

ml 
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出典

活性化策
⻄海市は移住

希望者へ向け

プロモーショ

中浦地区の魅

光客等へ向け

「全国移住ナ

活⽀援等に係

全国移住ナビ

るほか、仕事

になっていま

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

策の⽅針
住希望者へ向

けた効果的な

ョン動画の作

魅⼒を発信す

けたサイトへ

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

ビでは、移住

事や住まい、

ます。 

移住した⽅々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

4-2:「中
向けたプロモ

な情報発信を

作成 

するプロモー

への掲載など

参考資料

関係省庁と連

なワンストッ

住を希望する⽅

⽣活環境、移

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.
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中浦地区
ーション動画

⾏い、移住者

ション動画の

広く情報を発

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル

⽅へ向けた、

移住のテーマ

きっかけや移

７年１２⽉〜

き、選出され

.iju-navi.so

プロモー
画を作成して

者の確保へつ

の作成を検討

発信すること

移住ナビ

業名等 

の⾃治体と共

ルサイトです

、都道府県や

マ等各テーマ

移住先での住

〜２８年１⽉

れた受賞団体

oumu.go.jp

ーション動
ています。今

つなげていく

討します。作

とが必要です

ビ 

共同して構築

す。 

や市町村のプ

マにあった移

住環境、働き

⽉の２ヶ⽉間

体に対して、

/ijunavi/ 

動画の作
今後中浦地区

く必要があり

作成した動画

す。 

― 

築するもので

プロモーショ

移住先を探す

き⽅などを掲

間のアクセス

表彰を⾏っ

資料 7

作成」 
区においても

ります。 

画は移住希望

で、居住・就

ョン動画が閲

すことが出来

掲載する移住

ス件数の多い

っています。

7-1 

も、移

望者や

就労・

閲覧で

来るよ

住体験

い体験
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1)

 
2)

【留

 
 

 
【各
 地
⼈
役割
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショ
平成 30

総合計画に

地域活性化
ワークシ

でいくべき
 

留意事項】 
この⽅針

り組むこと
今回のワ

会（仮称）
のワークシ

各主体の役割
地域活性化に
」の役割があ
割がある。 

ョップ結果の
0 年度第⼀回
における基本

化策の⽅針に
ショップの整
きかその⽅針

針はあくまで
とを決定した
ワークショッ

の中で地域
ショップの整

〜今

割について】
において「⼟
あるように、

～江

の整理につい
回江島地区検
本⽬標及び政

について 
整理結果から
針を事務局で

でもワークシ
たものではな
ップの結果を
域、⾵⼒発電
整理結果はそ

今後地域

】 
⼟の⼈」、「⽔
各主体ごと

地域

江島地区ワー

いて 
検討会におい
政策と照らし

ら、今後地域
で検討した。

ショップの意
ない。 
を踏まえ、今
電事業者及び
その検討を⾏

活性化に

⽔の⼈」、「⾵
にそれぞれの

 
 
【
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基本⽬標 基本施策
⼩中学校の存続、島外から⽣徒を呼ぶ
⼈⼝を増やしたい、⼦供の⼈数を増やす
⼩中学⽣の島の体験学習（交流⼈⼝増）
⼩学校―中学校のみならず⾼校⽣、⼤学⽣が島で勉強できる、―通信制、ネット学校
伝統⾏事の継承
祭事の協賛、⼿伝い
⾏事がにぎやかな島
お祭りをする⼈⼿が⾜りない

イノシシによる被害を少なくしたい
イノシシがいない島
いのししに荒らされない
イノシシがいなくなってほしい
耕作放棄地の改善
⽺の放牧ができる
農地を復活させたい
つばきの実で事業を⾏いたい
農地を復活させ、しょう油の原料（⻨、⼤⾖）を⽣産できるようにしたい
休耕⽥を利⽤して畑、⽜、⽺を放牧する、⼟地があいている、農業（⽥畑をふやす）、体験施設など
島の産物が開発され、インターネットで⾶ぶように売れている将来像
漁業後継者が増える
⿂介類が洋上⾵⼒と同じぐらい⽔揚がある将来
洋上⾵⼒と漁業との協調で⼤成功、⽇本中から注⽬
漁業⼈⼝の増加
漁業資源を利⽤し島をＰＲ集客を⾏い、定住を促進する
漁場、豊かにすべき
漁業者所得の向上
説明では漁業者優先な感じがするが、島⺠へのフォローがあるのか
⿂の⽣産基地としたい
世界的な海洋⾵⼒発電、漁場利⽤の先進地として研究拠点化したい
漁業の近代化（合理化）を図りたい、他にないもの―イセエビ、サザエ、ウニの蓄養―
⾵⾞事業による漁業振興、データ提供、密漁監視、洋上⾵⼒発電の島と漁業振興の協調
⾵⾞と漁磯の供⽤
さかなのブランド化
漁業後継者が増える
漁業従業員を増やしていく
⾵⾞に釣り場、⽀柱（プラットフォームを造ってもらい）観光客（釣客）を運ぶ
⾵⾞に釣堀イケスを造り、漁業者が⿂を⼊れる、釣客が釣る
定置網の設置Ｉターンによる
地元の雇⽤を増やしてほしい

地域を⽀える⽂化・芸術、スポーツの振興

さいかいで活躍できるしごとづくり

地域の特性を⽣かした農林業の振興

豊かな海に育まれた⽔産業の振興

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

・児童・⽣徒増加に向けた取り組み 離島留学の実施
・環境教育における洋上⾵⼒発電施設の利⽤

・耕作放棄地を利⽤した農産物の栽培

・⾵⼒発電施設を利⽤した漁業協調策の検討

・祭事の継続的な開催

第2次⻄海市総合計画

⽣涯にわたり活躍できるひとづくり

⽣きる⼒をはぐくむ学校教育の実現



資料 7-2 
 

3 

 

 

 
 

 

 

 

 

基本⽬標 基本施策
スマートアイランド、島全体オール電化、移動は電気⾃動⾞、⼩型モビリティ
⾼速通信
アクセスが少なすぎる
本⼟との⼈の交流増加
光ケーブル、Ｈ33年4⽉に供⽤開始
島中どこにいてもwi-fiが使える
名所で何ができるか何が⾒えるか、案内板の設置
レンタル⾃転⾞等導⼊
島の⾒学ルートを⾒直して欲しい
眺めのいい場所が少ない、雑⽊の伐採を
島の⾃然を⽣かして来訪者に喜んでもらえる島にしたい
訪れた⼈が島の⾃然を楽しむ為、トイレの設置、島外からのお客さんが宿泊できる施設
標識がない（地図）
美しい景観を残したい、観光の⽬⽟としたい
⾃然の美しさを残したい
釣り公園整備
世界から洋上⾵⼒と島の発展状況を⾒学にくる将来
島に⼣⽇の映える洋上⾵⼒の撮影に沢⼭の⼈が訪れる将来
島の朝⽇に映える洋上⾵⼒の写真撮影に多くの⼈が訪れている将来像
⾵⾞にライブカメラを設置し、⼣⽇を観賞
⾵⾞⾒学ツアー、ＣＭ、映画、ロケ誘致
⾵⾞を⽬⽟にして、観光客を増加させたい
世界から洋上⾵⼒と島の発展状況を⾒学にくる将来
島に⼣⽇の映える洋上⾵⼒の撮影に沢⼭の⼈が訪れる将来
島の朝⽇に映える洋上⾵⼒の写真撮影に多くの⼈が訪れている将来像
「なにもしない」ために来るようなタイプの観光の島へ
年間1,200⼈よべる島
島への観光客を増やしたい
映画、ドラマのロケ地として利⽤してほしい
島を訪れる⼈を増やしていく
江島マラソン⼤会、⾳楽フェス
サザンオールスターズ（江島つながり）に来てもらう
誰が看板を作るのか費⽤は誰が
⾵⼒発電業者の⽅頻繁に訪れる
障害が出た時は、対応していただきたい
⾵⼒発電のくわしいイメージ図
企業の研修施設の設置

さいかいで活躍できるしごとづくり

魅⼒ある地域資源を活⽤した観光業の振興

企業誘致等の強化による雇⽤機会の拡⼤

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

・観光資源の整理と今後の活⽤に向けた整備
・江島の魅⼒を体験するツアーの実施やガイドの養成

第2次⻄海市総合計画
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基本⽬標 基本施策
避難港としての港の整備
台⾵被害がひどい
災害の時、電気や⽔で困らない
台⾵被害がひどい
災害の時、電気や⽔で困らない
休⽇診療（救急）の対応
急病で困る
住宅の建設
空屋問題
空き家（危険）を何とかしたい
危険な廃屋は撤去できないか
使える空き家が悪くならないように管理できれば
危険な廃屋は撤去できないか
整備道
道がひどすぎる
ハイキングに危険
道路が狭い、草が⽣茂っている
市道をきれいにしたい、草刈りをしてもらいたい
ボランティアによる草はらい！、⼀気にやってしまう
海岸への続く道のコンクリート化
道路の法⾯のコンクリート化
⼈がたくさん使う道路
⽣活道路以外の農道の整備
島の道路周辺の⾒直しが必要（⾒学できない）
草刈りがされている
道路整備する⼈や予算はあるのか？
住みやすい、環境づくり、草刈り、ゴミ拾い
市道を綺麗にしたい、ごみが落ちていないきれいな島
吉⽥浜への道路整備をしてほしい
⾃動運転、コミュニティバス、（電気⾃動⾞）
⾼速交通、ドローン、ヘリコプター
島外との交通⼿段
通院、買い物が不便
コミュニティバス的なもの
⽇帰りできる交通網ができて欲しい
フェリーの造船の早期実現
往復 or 双⽅向 ⽇帰り
週末だけ（臨時便）⻄海市など
官公庁の⼀体化、フェリーの機能充実
交通を便利にする、⾼速船を朝⼣２便
港、漁港の整備、ヘリポートの拡張
フェリーの他に⾼速船の増便
みしま丸の1⽇２往復の要望
フェリーの造船の早期実現
⾼速艇の運航には時間が相当必要
船便の利便向上
⼈と貨物の運賃の低減化
コミュニティバスがほしい
本⼟に近い、島にしたい

・フェリーみしまの運航時刻等の検討

安⼼して活躍できるまちづくり

安全で災害に強いまちづくり

安⼼できる医療・介護・救急体制の充実

快適な住宅環境づくり

・防災対応型電源供給システムの導⼊

地域公共交通の整備・充実

・遠隔医療システム等の整備

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針

・快適に利⽤できるような道路環境の整備安全で快適なみちづくり

ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針
第2次⻄海市総合計画
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基本⽬標 基本施策
宿泊、飲⾷店の誘致、新設
気軽に飲める場所が欲しい
さとやさんがカフェをつくる
公園がない
地元の⼈が集まる場所がある
⼈が気軽に⽴ち寄る島、⾷堂や休憩場所があると良い!!
港近くに⾷堂があると良い!
島の⽅々ととけこむための調整、交流の場をつくる
島で仕出しなどあると良い!! 
港での時間を費やせる場所を設ける売店
コンビニがほしい
島がより美しく、地域外の⼈とも交流できる場所になってほしい

空き家活⽤、短期、⻑期移住
働き⼿を作りたい
後継者を作りたい
産業（漁業や江島しょう油）の継ぎ⼿がいる
地元の雇⽤を増やしてほしい
島に⼈がいない
島へのＩターン者を増やしたい（島で商売をする⼈）のみならず⺠泊、⾷事処、農業、IT企業
Ｉターン⼈⼝の受け⼊れ体制づくり
持続可能な江島を⽬指す
ファミリーでの⼈⼝増加
Ｉターン受⼊れ地元の体制
島の活性、⼈⼝の減少を⽌める
⼈が減っているので増やす⽅法を考える
このまま、⼦どもが居る島としたい
⼈⼝減少を⽌めたい
⼈が来る利⽤者がいれば、船は出る
ＩターンＵターン者を増やしたい
（若い）⼈が少ない増えない
⼈が減っているので増やす⽅法を考える
永久的な管理は誰が（草刈り等）
⼦供や若者がいる
持続可能な江島を⽬指す
30年後の無⼈島を40年後の無⼈島に
島に⼦供が増える将来像、精神的な負担になる
島⺠全員が幸せになってもらいたい
⼦供達がすこやかに育てば良いと思う⇒その⼦供達と共に漁をしていきたい→そして⼦供達が島を守っていってほしい
働く場の確保
江島地域の事業活性への協⼒
⾵⼒発電ができる事によって島に就職できる仕事を作る
仕事ができる⼈を増やしたい
江島を出ている⼈も帰ってきて住めるような仕事があれば
安定して稼げる仕事が少ない
外部への公募
島の宣伝、営業マンの育成
本⼟との⼈の交流増加
観光客が少ない、江島の認知度が⾼くない
⾵⾞命名権、ふるさと寄付の商品にする
⾵⾞の命名権→環境難⺠のために使⽤
海外の都市から姉妹都市申請

市⺠協働のまちづくり ・江島の魅⼒を体験するイベントの開催

地域の交流拠点づくり

市外への流出抑制と市外からの流⼊促進

シティプロモーションの強化 ・江島プロモーション動画の作成

・アイランダー等移住希望者へ向けたイベントへの参加

・島⺠や観光客に向けた宿泊施設・⾷事処の整備安⼼して活躍できるまちづくり

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

第2次⻄海市総合計画
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基本⽬標：1.⽣涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

江島⼩中学校では現在 4 名の児童・⽣徒が学んでいます。江島⼩中学校の図書館は島⺠にも解放

され、学校の⾏事には島⺠も参加する「コミュニティ・スクール」の 1 モデルとなっています。洋

上⾵⼒発電所は全国的にもまだ建設例は少なく、環境教育施設として利⽤できれば貴重な環境教育

の場となることが期待されます。今後江島での教育環境を整え、島外との児童・⽣徒との交流機会

を増やし、江島⼩中学校を存続させていく必要があります。 

地域の伝統⾏事については、江島くんちが毎年 9 ⽉（旧暦の 8 ⽉ 15 ⽇前後）に⾏われています。

島⺠にとって⼤切な⾏事ですが、⼈⼝の減少により開催が困難なこともあります。今後⾵⼒発電事

業者等の協⼒により定期的な開催へつながっていくことが望まれます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

1：⽣涯に

わたり活躍

できるひと

づくり 

1-5：⽣き

る⼒をは育

む学校教育

の実現 

1-5-1：能⼒や個性を

伸ばす教育の推進 
1-5-1-3：特⾊ある学校づく

りの推進 

⽅針 1-1：児童⽣徒増加に向けた

取り組み 離島留学の実施 

1-5-2：豊かな⼼の育

成とふるさとを学ぶ

教育の推進 

⽅針 1-2：環境教育における洋上

⾵⼒発電施設の利⽤ 

1-9：地域

を⽀える⽂

化・芸術、

スポーツの

振興 

1-9-2：⽂化財の保

存・保護・活⽤ 

1-9-2-3：地域伝統⽂化の継

承 
⽅針 1-3：祭事の継続的な開催 
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出典

化策の⽅針
江島⼩中学校

校⾏事は「地

法は、社会的

とっても⼤切

童・⽣徒を増

出典：「Saika

離島留学の実

島外からの児

⻑

⻑崎県五島市

へ、久賀島・

かな⾃然の中

しま留学」を

期間、留学に

典：「五島市し

新校舎

針 1-1:「
校は平成 29

地域みんなで

的に注⽬され

切な江島⼩中

増やし江島⼩

ai ブログ」

実施 

児童・⽣徒が

参考資料

⻑崎県五島市

市では「五島

奈留島内の

中で様々な体

を⾏っていま

に係る費⽤、

しま留学」h

舎落成式の様⼦

「児童⽣徒
年に新校舎へ

盛り上げる

れている「コ

中学校ですが

⼩中学校を存

http://www

が増えるよう

料：⻑崎県

市 

島市⽴久賀⼩

の受⼊れ保護

体験活動を通

ます。「しま留

しま親に関

http://www

⼦ 「餅

7 

徒増加に
への建て替え

・楽しむイベ

ミュニティ

が、平成 30 年

続させてい

w.city.saika

な離島留学を

県五島市

事業

⼩中学校」「五

者（以下「

通して⼼⾝共

留学」制度で

する事項、解

w.city.goto.

餅まき」セレ

に向けた取
えが⾏われ、

ベント」とな

・スクール」

年度時点で児

く必要があり

ai.nagasaki

を検討します

市 「しま
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五島市⽴奈留

しま親」とい

に健康な児童

では児童・⽣

解約等が定め

nagasaki.jp

レモニーの様

取り組み 
図書館は島

なっており、

の 1 モデル

児童 3 名、⽣

ります。 

.jp/sightse

す。 

ま留学」

留⼩中学校」

いう。）の協

童・⽣徒の育

⽣徒の受け⼊

められていま

p/contents

様⼦ 

離島留
島⺠へも解放

島⺠が係わ

ルとなってい

⽣徒 1 名とな

eeing/blog/

 

しま留学

に転学を希

協⼒を得て受

育成を図るこ

⼊れに当たり

ます。 

/special/in

教室の
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性化策の⽅
⻄海市では市

上⾵⼒発電施

待されます。

出典：「Saika

環境教育にお

洋上⾵⼒発電

けでなく、⾵

れるような環

：平成 2
崎

「⻄海市⾵⼒

体式洋上⾵⼒

ROV（Rem

設置されてい

ROV：遠隔操

北九州市に

浮体式洋上
⾒学

⽅針 1-2
市内の⼩中学

施設群は全国

 

ai ブログ」

おける洋上⾵

電施設を利⽤

⾵⼒発電機内

環境教育の仕

29 年度 
崎⼭沖 2M

⻄海市 

⼒発電導⼊に

⼒発電施設の

motely Ope

いる藻場礁の

操作が可能な

における⾵⼒

上⾵⼒発電施
学の様⼦ 

2:「環境
学⽣を対象と

国的にも設置

http://www

⾵⼒発電施設

⽤した環境教

部や⽔中ド

仕組みの検討

⻄海市⾵
MW 浮体式

に向けた地域

の⾒学を⾏い

erated Vehic

の⾒学を⾏い

な無⼈の潜⽔

⼒発電施設⾒

施設 
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境教育にお
し、⾵⼒発電

例が少なく

w.city.saika

設の利⽤ 

教育の実施を検

ローンを⽤い

が必要です

⾵⼒発電
式洋上⾵

事業

域検討会」で

ました。船舶

cle）※を⽤い

ました。 

⽔機 

⾒学の様⼦ 

ROV 投⼊

おける洋上
電施設の⾒学

、今後貴重な

ai.nagasaki

検討します。

いた基礎部の

。 

電導⼊に向
⾵⼒発電施
業名等 ⻄

は平成 29 年

舶から浮体式

いた基礎部の

松島に

⼊時の様⼦ 

上⾵⼒発
学といった環

な環境学習施

.jp/sightse

。環境教育に
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向けた地
施設の⾒
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年度に⻑崎県

式洋上⾵⼒発

の⾒学や⽔素

における⾵⼒

⽔素

発電施設の
環境学習が⾏

施設として利

eeing/blog/

においては、

検討し、江島

地域検討会
⾒学 

平成 29 年度
発電導⼊に向

県五島市にあ

発電施設の⾒

素燃料電池船

⼒発電機⾒学

素燃料電池船
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 ⾵

⽶秋

5 時
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⽯

区の

⼦灯

でし

でき

出

地域活

江島地区では

8 ⽉ 15 ⽇前

⽅にとって⼤

伴い、開催が

住者の増加や

くことで定期

出典：「⻘いぜ

⾵⼒発電事業

⾵⼒発電事業

の開催や、島

ジャパン・リ

ジャパン・リ

ている場所の

軽⽶秋祭り】

⾵⼒発電所の

秋祭り」に、

時間かけて⼭

を踊るなど、

キリコ祭り】

⽯川県志賀町

のキリコ祭り

灯籠のことで

しか味わえな

きました。 

出典：「地域と

活性化策

は江島くんち

前後）に⾏わ

⼤切な⾏事で

が困難なこと

や島外からの

期的な開催が

ぜ！⻑崎ブル

業者等島外か

業者等島外か

島への理解促

参考資
リニューアブ

株式会社 

リニューアブ

の祭事へ参加

 

の計画を進め

社員 6 ⼈が

⼭⾞を曳き、

地域の皆様

 

町で建設中の

りに、当社社

で、祭りでは

ない貴重な体

と社会への貢

策の⽅針

ちが毎年 9 ⽉

われています

ですが、⼈⼝

とがあります

の協⼒者を増

が望まれます

ルーアイラン

からの参加者

からの参加者

促進を図りま

料：事業
ブル・エナジ

ブル・エナジ

加し、地域の

めている岩⼿

が参加しまし

道中、地元の

様との交流を

の JRE 志賀⻄

社員 4 名が参

はキリコと神

体験ができ、

貢献」http:/
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の⽅との交流を
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ェクト」http:
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んちの様⼦ 
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基本⽬標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

江島はかつて「農業の島」と⾔われるほど農業が盛んでしたが、現在は⼈⼝の減少により⼿⼊れ

がされず、耕作放棄地となっている場所が多くあります。今後耕作放棄地を活⽤し農作物の栽培や

家畜の放牧等を⾏うことで、新たな働く場の形成につながることが期待されます。 

漁業については、イセエビ等の⽔産資源が豊富であり、江島の主要な産業となっています。今後

洋上⾵⼒発電事業による漁業協調策により、漁獲量の増加や新たな漁場の形成が期待されます。 

また観光については、碁⽯ヶ浜や星空等の観光資源が存在しますが、整備されておらず利⽤が難

しい場所があり、また観光情報の発信も少ない状況です。今後観光資源の整備や情報の発信、さら

に洋上⾵⼒発電施設の観光利⽤等により観光客が増加することが期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか
いで活躍
できるし
ごとづく
り 

2-1：地域の特
性を⽣かした農
林業の振興 

2-1-6：耕作放
棄地の解消、
利活⽤ 

2-1-6-2：耕作放棄地の再
⽣⽀援 

⽅針 2-1：耕作放棄地を利⽤した農産
物の栽培 

2-2：豊かな海
に恵まれた⽔産
業の振興 

2-2-2：浜の活
性化と就業者
の確保・育成 

2-2-2-4：異業種との連携
強化などによる浜の活性
化 

⽅針 2-2：⾵⼒発電施設を利⽤した漁
業協調策の検討 釣客増加への取り
組み 
⽅針 2-3: 
「⾵⼒発電施設を利⽤した漁業協調
策の検討 漁獲量増加等への取り組
み」 

2-4：魅⼒ある
地域資源を活⽤
した観光業の振
興 

2-4-1：地域資
源を活かした
観光資源の発
掘 

2-4-1-1:新しい観光資源
の発掘・活⽤ 

⽅針 2-4：観光資源の整理と今後の活
⽤に向けた整備 

2-4-3：観光受
⼊体制の充実
と認知度アッ
プ 

2-4-3-3：ガイドやインス
トラクターなどの⼈材育
成とネットワーク化の推
進 

⽅針 2-5：江島の魅⼒を体験するツア
ーの実施やガイドの養成 
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出典

活性化策
江島はかつて

り、現在では

家畜の放牧等

耕作放棄地を

耕作放棄地を

江島で栽培さ

る農産物の栽

江

江島さとやは

す。江島さと

は⽺の放牧を

できます。 

また島の特性

⾙殻のアー

活動が⾏えま

典：「江島さと

江島

策の⽅針
て⽔⽥や畑が

は多くの場所

等を⾏うこと

を利⽤した農

を利⽤した農

されていた農

栽培など検討

江島 さとや

は⻑崎県グリ

とやは耕作放

を⾏っており

性を活かし、

ト体験、江島

ます。 

とや」https

島さとや 

2-1:「耕
が整備され農

所が耕作放棄地

とで、新たな

農作物の栽培

農作物の栽培

農作物、江島

討が必要です

参考資料

や 

ーンツーリ

放棄地を開墾

、春の⽑刈

海⽔浴や釣

島ネイチャー

s://www.en

江島
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耕作放棄
農業が盛んな島

地となってい

働く場の形成

培や家畜の放牧

培や家畜の放牧

しょうゆの原

。 

料：江島 

事業

ズム団体『さ

し、ブルーベ

り体験や⽺⽑

り、磯遊び等

ー体験、季節

noshimasat

島における耕

江島牧場

地を利⽤
島でしたが、

います。今後

成につながる

牧 

牧を検討しま

原材料となる

さとや

業名等 

さいかい元気

ベリー農園や

⽑を使っての

等海辺での⽣

節のジャムづ

toya.com/p

耕作放棄地の

場でのひつじ

⽤した農産
、⼈⼝の減少

後こういった

ることが期待

ます。栽培す

るような農作

や  

気村』に所属

や江島牧場を

の⼿紡ぎ、⼿

⽣活を体験す

くり体験等の

plan 

の状況 

じの放牧 ブ

産物の栽
少とともに⼿

た⼟地を活⽤

待されます。

する農作物に

作物の栽培や

― 

属する正式な

を整備してい

⼿織り体験等

するブルーツ

の体験メニュ

ブルーベリー
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出典

（第

発電施設
洋上⾵⼒発電

年 6 ⽉）で

への海釣り公

います。今後

期待されます

洋上⾵⼒発電

洋上⾵⼒発電

うな取組を検

料：洋上

⼀般社団法

着床式⾵⾞群

⾓に洋上デッ

られます。 

特徴としては

で円滑に事業

覧船などによ

に貢献できま

ただし、沖合

⽅法の確保が

策や事故防⽌

アクセスする

典：「洋上⾵⼒

第 2 版）」（⼀

地
設を利⽤し
電等の漁業協

では洋上⾵⼒

公園の設置が

後沖合に建設

す。 

電機の利⽤や

電機の蝟集効

検討します。

⾵⼒発電

法⼈ 海洋産

群の設置海域

ッキを併設し

は、地元漁業

業を推進でき

よるエコツー

ます。 

合設置の場合

が課題となる

⽌対策が課題

る場合は、係

⼒発電等の漁

⼀般社団法⼈

地域活性
した漁業協
協調の在り⽅

発電所のレジ

が挙げられて

設される洋上⾵

や桟橋設置等

効果や桟橋設

 

電等の漁業
レジャ

産業研究会 

域を遊漁を⾏

して海釣り公

業者とメリッ

きるほか、海洋

ーリズム等）

合は漁船によ

るほか、荒天

題となります

係船設備が必

漁業協調の在

⼈ 海洋産業

江島の

12 

性化策の⽅
協調策の
に関する提⾔

ジャー施設の

います。江島

⾵⼒発電所を

による遊漁海

設置等による

業協調の
ャー施設の

事業

⾏う海域とし

公園を整備す

ト共有関係を

洋観光のスポ

として地域社

る瀬渡しな

天時の使⽤禁⽌

。また⾵⾞基

必要となります

在り⽅に関す

業研究会） 

の周辺にある

⽅針 2-2
の検討 釣

⾔（第 2 版）

の利⽤⽅法の

島ではすでに
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海域の新設 

、遊漁海域新
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社会の活性
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⽌等、安全
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る瀬の状況 
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釣客増加
）」（⼀般社団

の⼀つとして

に多くの釣客

て利⽤するこ

新設の可能性

に関する

洋上⾵⼒発電
関す

着床式ウィ

沖合設置する洋

加への取り
団法⼈海洋産

て、洋上デッ

客が堤防や瀬

ことで、さら

性を検討など

る提⾔（第

電等の漁業協
する提⾔（第

ィンドファームの

洋上デッキ式海
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7-2 

 
平成

や沿岸

楽しん

の来島

増える

 

⽅に 

に 

メージ 



 

 

「

お
け
る
検
討
⽅
針 

主

取り

の概

「⾵⼒発電

背
景 

「洋

27 年

が挙

よる

江
島
地
区
分
科
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■洋

洋

によ

 

 

参考資料

主体 

り組み

概要 

【資

ウ

産資

合、

すが

⼈⼯

す。

源が
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での
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着

取り
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こ

海域

ファ

漁場
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出典

電施設を
洋上⾵⼒発電

年 6 ⽉）で

挙げられてい

る漁業協調策

洋上⾵⼒発電

洋上⾵⼒発電

よる漁獲量の

料：洋上

⼀般社団法

資源保護育成

ウィンドファ

資源の保護⽔

ウィンドフ

が、区域内を

⼯⿂礁等の設

これにより

が周辺海域に

オーバー効果

の漁場形成、

周辺での漁業

着床式洋上⾵

り付けたり、

り、⽔産資源

これにより、

域にウィンド

ァーム海域内

場となる可能

ンの向上、安

典：「洋上⾵⼒

地
を利⽤した
電等の漁業協

では洋上⾵⼒

います。江島

策により漁獲

電施設を利⽤

電機の基礎部

の増加といっ

⾵⼒発電
⾵

法⼈ 海洋産

成⽬的】 

ァーム内を積

⽔⾯、禁漁区

ファーム内に

を⽔産資源の育

設置により資

り、漁業操業

に湧きだして

果）により、

漁獲量増加

業操業⽬的】

⾵⾞の⽀柱や

周辺に⼈⼯

源の蝟集によ

これまで漁

ドファームを

内やその周辺

能性があり、

安定化などに

⼒発電等の漁

地域活性
た漁業協調
協調の在り⽅

発電事業にお

島では伊勢海⽼

獲量の増加や

⽤した⽔産資

部の⼈⼯漁礁

た、⽔産資

電等の漁業
⾞基礎部
産業研究会 

積極的に漁業

区）として設

において漁業

育成のための

資源培養効果

業制限区域内

ていく、「しみ

ウィンドフ

加が期待でき

 

や基礎部に集

⼯⿂礁等を配

よる漁獲量の

漁場として良

を⽴地するこ

辺海域の⽐較

漁船の燃費

に寄与できま

漁業協調の在り
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性化策の⽅
調策の検
に関する提⾔

おける漁業協

⽼等の⽔産資

新たな漁場の

資源の増加や漁

礁としての利⽤

資源の増加や漁

業協調の
部の⼈⼯漁

事業

業操業制限区域

設定します。

業はできなくな

の海域と位置

果の向上を図

で増殖した⽔

みだし効果」

ァームの外縁

ます。 

集⿂効果のあ

置したりす

の増加を図り
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とにより、

較的近い海域が

節減や漁業操
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り⽅に関する

⽅針 2-3
検討 漁獲

⾔（第 2 版）

協調策の⼀つ

資源が豊富で

の形成が期待

漁場形成につ

⽤や漁業操業

漁場形成につ

の在り⽅に
漁礁化利
業名等 洋

域（⽔

この場

なりま

置づけ、

りま

⽔産資

（スピ

縁海域

る部材を

ることに
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なかった

ウィンド

が新たな

操業パタ

る提⾔（第 2

: 
獲量増加
）」（⼀般社団

つとして、⾵

ですが、今後

待されます。

つながる取り

業制限区域の

つながる取り

に関する
利⽤ 

洋上⾵⼒発電
関す

版）」（⼀般社

着床式洋上ウィ

⿂

着床式洋上ウ

業⽤の⿂

加等への取
団法⼈海洋産

⾵⾞基礎部の

後洋上⾵⼒発

。 

り組み 

の設定による

り組みを検討

る提⾔（第

電等の漁業協
する提⾔（第

社団法⼈ 海

ィンドファーム

⿂礁設置のイメ

ウィンドファーム

⿂礁を設置するイ
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出典
ww

「観
江島には碁⽯

を受けにくい

れておらず、

事で、観光客

観光資源の整

江島に存在す

討します。 

環境

環境美化を考

え、道路の美

処理場）とし

成 11 年の⼤

校と連携した

とともに、植

るなど、活動

内の⺠宿や観

典：道路美化
ww.mlit.go.j

地
観光資源
⽯ヶ浜などの

いため、星空

到達が困難

客の誘致につ

整理と利⽤に

する観光資源

参考

境美化を考え

考える会が⾏

美化活動を⾏

して再利⽤す

島⼤橋の開通

た総合学習（

植栽⽤の花苗

動が地域に広

観光等施設に

化活動から始
jp/sogoseis

地域活性
の整理と

の観光資源が

空の観察にも適

難な場所も存在

つながること

に向けた到達

源の整理と、今

考資料：環

える会 

⾏う活動は、⼤

⾏うとともに

することで環

通を契機に、

（野菜の⼟づ

苗については道

広がりを⾒せ

に設置するな

始まった地域
saku/region
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適しています

在します。今
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ていくための
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の到達経路等
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のグラウンド

などの活動の

路美化活動を

での⾷育）を

団体を通じて

のイラストマ

興にも寄与し

ドが環境農園
0_H27/H27
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列島と距離が

や遠⾒岳など

島外に向け

等の整備に向

のふるさとふ

社会資本のフ

ドを開墾して

の拠点として

を開始しまし

を平成 16 年

て他の地域で

マップを⾃ら

しています。

園に⽣まれ変
7_ippan_15
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江島には碁⽯

電施設が実現

するガイドを

期待されます

地域資源を利

江島の地域資

の観光資源を

参考

O 法⼈ 体験

NPO 法⼈ 体

た「サッパ船

グガイド」、住

ート」「番屋料

ラムを提供し

住⺠ガイドは

となっており

 

事業推進のた

泊施設関係者

います。ＮＰ

型観光の取組

ックグラウン

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅⼒を
⽯ヶ浜や海中

現すれば新た

を養成し、様

す。 

利⽤したツア

資源を活⽤し

を巡るだけで

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの

船アドベンチ

住⺠講師によ

料理体験」等

しています。

は体験プログ

り、宿泊施設

ための体制と

者等が参画す

ＰＯ法⼈の設

組経験のある

ンドを持つメ

興のあり⽅検
ttp://www

地域活性化
体験する

中景観、星空

たな観光資源

様々なツアーを

アーの実施及

したツアーの

でなく、島⺠

地域資源を

はたネットワ

のはたネット

チャーズ」、「

よる「ガラス

等の漁村地域

 

グラムの収益

設や⺠泊への

として、漁協

するＮＰＯ法

設⽴、運営ま

る⾏政経験者

メンバーがＮ

検討委員会 
.mlit.go.jp/
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化策の⽅
るツアーの

といった観光

源として利⽤

を実施してい

及びガイドの養

の実施やガイ

との交流の場

を活かし

ワーク 事業

トワークでは

北⼭崎ネイチ

ス浮き球編込

域の資源を活

益のうち 4〜7

の新たな顧客を

、農協、森林

法⼈が、体験型

でを村が主導

や島への移住

ＰＯ法⼈に参

第 2 回 資
/kokudosei

⽅針 2-5
の実施や
光資源が豊富

されることも

いくことで、
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ドの養成を検

場が設けられ

した体験型

業名等 

は地域資源を

チャートレッ

込み体験」「⾙

活⽤した体験

7 割を得る仕

を創出してい

林組合、商⼯

型観光を推進

導し、他県で

住者等、多様

参加していま
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saku/chirit
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やガイドの

富に存在して

も期待されま

交流⼈⼝の

検討します。

れるような内

型観光の

を活⽤

ッキ

⾙殻

験プロ

仕組

いま

⼯会、

進し

で体
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ます。 

海業分野の
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の養成」
ています。ま

ます。今後こ

の増加につな
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内容の検討が
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基本⽬標：3.安⼼して活躍できるまちづくり 

概要 

江島は離島という環境から、台⾵等の⾃然災害により⽣活の制限を受けやすい状況にありま

す。今後島⺠がより安⼼して⽣活するため、また移住者や観光客を増やしていくためにも、医療

や防災⾯の整備が望まれます。 

また定期船を利⽤する来島者は必ず江島に宿泊することになりますが、宿泊施設や⾷事処は限

られています。今後観光客等に向けた宿泊や⾷事ができる施設、特に⾷事処については島⺠も気

軽に利⽤できるような施設の整備が望まれます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

3.安⼼して

活躍できる

まちづくり 

3-1：安全

で災害に強

いまちづく

り 

3-1-4：⾃然災害に強

いまちの基盤づくり 

3-1-4-2：⾃然災害に強いま

ちの基盤づくり 

⽅針 3-1：防災対応型電源供給シ

ステムの導⼊ 

3-2：安⼼

できる医

療・介護・

救急体制の

充実  

3-2-3：救急医療体制

の充実 

3-2-3-1：救急医療体制の構

築 

⽅針 3-2：遠隔医療システム等の

整備 

3-5：安全

で快適なみ

ちづくり 

3-5-3：市⺠と⼀体と

なった快適で安全な

道路環境づくり 

3-5-3-1:市⺠参加による道

路環境づくり 

⽅針 3-3：快適に利⽤できるよう

な道路環境の整備 

3-6：地域

公共交通の

整備・充実 

3-6-2：海上交通の充

実 
3-6-2：離島航路の⽀援 

⽅針 3-4：フェリーみしまの運航

時刻等の検討 

3-11：地域

の交流拠点

づくり 

3-11-1：地域コミュ

ニティ施設等の整備 
3-11-1-1：集会所の整備 

⽅針 3-5：島⺠や観光客に向けた

宿泊施設・⾷事処の整備 
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https

活性化策

島には、急傾

べり危険個所

災害時に安⼼

ます。 

災対応型電源

害時における

資料：指定

⽇本⼤震災で
まな不都合が
平常時の⼆酸
組み合わせた
期間の停電が
を問わず防災
なシステム構
陽光発電（1

：「指定避難所
s://www.city

策の⽅針

傾斜地崩壊（

所が指定され

⼼して避難で

源供給システ

る⾃⽴的な電

定避難所

仙台市 

では、電気・
が⽣じました
酸化炭素排出
た防災対応型
が発⽣しても
災無線やテレ
構成】 
10kW）/蓄電

所等への防災
y.sendai.jp/

3-1:「防

（がけ崩れ）

れている場所

できる施設等

テム等の整備

電源確保のた

等への防

ガス・ガソ
た。こうした
出量の削減を
型太陽光発電
も、太陽光発
レビなどの情

電池（15kW

防災太

災対応型太陽光
/kankyo/ku
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防災対応

危険個所や

所がありま

等の整備が望

備 

ため、防災対

防災対応型

事

リン等の供給
た経験を踏ま
を図るため、
電システムを
発電と蓄電池
情報通信機器

Wh）/防災系

太陽光発電シ

光発電システ
urashi/mach

応型電源供

対応型電源供

型太陽光

事業名等 

給が途絶し、
え、災害時に
市内の指定

を導⼊しまし
池を組み合わ
器、照明、コ

系⾼所証明（

ステムイメー

テム等の導⼊
hi/machizuk

供給システ

供給システム等

光発電シス

、避難所運営
における⾃⽴

定避難所等 19
た。 

わせることに
ンセント等が

2 灯）/防災

ージ図 

⼊」
kuri/energy/

テムの導

等の整備を検

ステム等
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営などの初期
⽴的な電源を
96 ヶ所に太

よって、天候
が使⽤できま

災系コンセン

y/hinanzyop
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出典
http

地域活性
江島には江島

今後島での

境の整備が期

遠隔医療シス

急患への 24

 

参考資料

新

国の遠隔医療

を導⼊し、遠

対応等、島で

具体的な取り

医師が不在の

療所の看護師

看護師は 2 名

毎年 7 ⽉〜8

張診療を実施

の⻭科衛⽣⼠

典：「第 3 回 
p://www.m

性化策の⽅
島診療所があ

のより安⼼し

期待されます

ステム等の整

時間対応や休

：TV 電話

新潟県粟島浦

療に対する事

遠隔医療シス

での医療環境

り組み】 

の診療所で週

師が仲介とな

名体制であり

⽉の観光シ

施しています

⼠が 1 泊 2 ⽇

離島振興の
mlit.go.jp/k

TV 診療

⽅針 3-2
ありますが、離

た⽣活を送

す。 

整備 

休⽇、夜間等

話診療を

浦村 

事業の推進を

ステムを整備

境の総合的な

週 2 回、TV 電

なり、本⼟の

り、1 ⼈が U

シーズンには観

す。また毎年

⽇で島に来て

の在り⽅検討
okudoseisa

療の様⼦（粟

18 

2:「遠隔
離島という環

るためにも、

等の対応の⼀

を⽤いた遠

事

活⽤し、本⼟

しています。

整備を推進

電話による遠

の診療所の医師

ターン者、

観光客の治療

3 ⽉〜11 ⽉

て⻭科診療を

討委員会 資
aku/chirit/m

粟島） 

医療シス
環境もあり、

、また移住者

⼀環として、

遠隔医療

事業名等 

⼟の病院の協

。また定期的

しています。

遠隔診療を平

師が患者の診

１⼈が I タ

療対応も必要

⽉の毎週⾦曜

を実施してい

資料 3 医療分
meeting_H

T

ステム等の
診療⽇や診

者や観光客を

遠隔医療シ

療システム

協⼒体制のも

的な出張診療

。 

平成 12 年度

診察を⾏いま

ーン者です。

要となること

曜⽇に、本⼟

ます。 

分野の離島振
27 

TV 診療の様

の整備」
診療科が限ら

を増やしてい

システム等の

ム等の整備

 

もと、TV 電

療や⻭科診療

度から実施し

ます。 

。 

とがあるため

⼟の⼤学病院

振興の在り⽅

様⼦（本⼟）

資料 7

 
られている状

いくためにも

の実現を検討

備 

電話診療と医

療の実施、緊

ています。島

め、毎週⽇曜

院の⻭科医師

⽅について」
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状況で

も医療

討しま

療機

緊急医

島の

曜⽇に

師と⺠
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背
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江

障が
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会
に

お
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検
討
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針

■道

定

など

る道

 

主体 

り組み

概要 

環

して

して

堆肥

ま

り毎

植栽

道

加し

つき

 

 

 

 

 

 
出典
ww

性化策の

江島の道路に

が⽣じたり、景

また吉⽥の浜

活⽤が期待さ

れていない場

道路環境の整

定期的な草刈

ど、地域住⺠

道路や、吉⽥

環境

環境美化を考

て農園（草⽊

ています。除

肥化させ、種

また、⼩中学

毎年実施する

栽に利⽤され

道路美化活動

しています。

き年６回開催

典：道路美化
ww.mlit.go.j

の⽅針 3-

には、⼿⼊れが

景観が悪くな

浜や遠⾒岳と

される場所に

場所がありま

整備 

刈り等による

⺠との円満な

⽥の浜等到達

参考

境美化を考え

考える会は、

⽊等最終処理

除草後の草⽊

種まき、栽培

学校と連携し

るとともに、

れるなど、活

動は、平成 1

また、平成

催し、地域の

化活動から始
jp/sogoseis

-3:「快適

がされておら

なっている場

といった観光

において到達

ます。 

る道路環境の

な関係構築を

達が困難な場

考資料：環

える会 

道路の美化活

理場）として再

⽊処理につい

培し、道路植

した総合学習

植栽⽤の花苗

活動が地域に

1 年より⽉

成 16 年より、

の教育現場と

始まった地域
saku/region
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適に利⽤

らず通⾏に⽀

場所がありま

光資源として

達経路が整備

の整備を検討

図ります。ま

場所への到達経

環境美化

事業

活動を⾏う

再利⽤するこ

ては、活動の

植栽に活⽤す

（野菜の⼟づ

苗については

広がりを⾒せ

１回のペース

、⼩中学校

連携した取

域おこし〜廃校
n/tedukuri/

できるよ

⽀

ま

て

備

します。実施

また整備を⾏

経路の整備に

化を考える

業名等 

とともに、廃

ことで環境学

の⾃⼰完結型

るなど循環型

づくり、育て

は道守・⽇本

せています。

スで⾏われ、

（９校）の総

り組みが継続

校グラウン
/pdf/Part30

ような道路

施する際は⾵

⾏う道路につ

について検討

る会 

みんなの

廃校になった

学習や⾷育等

型を模索し、

型の仕組みを

てる、調理ま

本⾵景街道の

。 

20 代から

総合学習枠で

続的に⾏われ

ドが環境農園
0_H27/H27

吉⽥の浜へ

路環境の

⾵⼒発電事業

ついては、島

討します。 

のふるさとふ

た⼩学校のグ

等の啓発など

除草で発⽣

を構築してい

までの⾷育）

の団体を通じ

70 代までの

で環境・⾷育

れています。

園に⽣まれ変
7_ippan_15

への到達経路

資料 7

の整備」 

業者の参加を

島⺠が普段利

ふれあい事業 

グラウンドを

どの活動の拠

⽣した草⽊を

います。 

を平成 16

じて他の地域

の幅広い世代

育指導を、１

 

変わった！〜
5.pdf 

路の状況 
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を促す

利⽤す

を開墾

拠点と

を EM

年よ

域でも

代が参

校に

〜
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定

1 往

今後

の検

 

 

 

 

 

 

 

江
島
地
区
分
科
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■フ

フ

でな

 

 

地域活性化
定期船である

往復の運航で

後島⺠の⽣活

検討が望まれ

フェリーみし

フェリーみし

なく、平島な

化策 3-4
るフェリーみ

であるため、

活の利便性を

れます。 

しまの航路時

しまの航路時

などの関係地

 

4:「フェ
みしまは、新上

佐世保⼜は崎

を向上するた

時刻等の検討

時刻等を検討

地域の合意が

20 

リーみし
上五島の友住

崎⼾から江島

め、また来島

 

します。ただ

が得られるこ

しまの運航
住港と佐世保

島を訪れる場

島者を増やす

だし、航路時

とが前提であ

航時刻等
保港を結ぶ航

場合、江島に

すためにもフ

時刻などの変

あることを踏

等の検討」
航路を、新上

に宿泊する必

フェリーみし

変更に当たっ

踏まえ検討を

資料 7

」 
上五島側から

必要がありま

しまの航路時

っては、江島

を⾏います。
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ら 1 ⽇

ます。

時刻等

 

島だけ
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背
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れ体

等が

 

 

出典
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会
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け
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検

■空

空
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概要 

【雪

森

には

たち

ほか

【ゆ

 ゆ

カフ

には

域の

 

 

 

 
 
 
 

性化策 3-

江島の宿泊場

客を⼀度に受

泊施設や⾷事

体制を整備す

が交流できる

典：「江島さと

空家等を利⽤

空家等を利⽤

でなく、島⺠

参

NPO 法

雪浦ゲストハ

森⽥屋は、昔

はドミトリー

ちにも気軽に

か、縁側をス

ゆきや】 

ゆきやは、雪

フェ、ギャラ

は、ワークシ

の皆さんの拠

-4:「島⺠

場所や⾷事処

受け⼊れるこ

事処の整備を

するとともに

るような施設

とや」https

⽤した宿泊施

⽤した宿泊施

⺠同⼠、また島

参考資料：

法⼈ 雪浦あん

ハウス森⽥屋

昔ながらの⼟

ーの 2 部屋と

に⽴ち寄って

ステージにイ

雪浦で⽣産さ

ラリー、情報

ショップ、ス

拠り所として

雪浦ゲス

⺠や観光

処は限られて

ことは難しい

を進め観光客

に、島⺠同⼠や

設の整備が期

s://www.en

施設や⾷事処

施設や⾷事処

島⺠と観光客

：雪浦ゲス

んばんね 

屋】 

⼟間を⼊⼝に

と個室 1 部屋

てもらいたい

イベントスペ

された新鮮野菜

報提供、交流の

スクール、会議

て、憩いの場

ストハウス森
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光客等に向

おり、多くの

状況です。今

客などの受け

や島⺠と観光

待されます

noshimasat

処の整備 

処の整備を検討

客が交流でき

ストハウ

事業

1 階はオー

屋が整備され

との想いか

ペースとして利

菜・加⼯品

の場などが集

議などに使⽤

場作りを⽬指

出
森⽥屋 

向けた宿泊

の観

今後

け⼊

光客

。 

toya.com/p

討します。施

き、気軽に利

ウス森⽥屋

業名等 

プンカウンタ

れています。宿

ら、1 階の

利⽤できます

・⼿芸品など

集まった、新

⽤できるオー

しています。

出典：ゆきの

泊施設・

plan 

施設を整備す

利⽤できるよ

屋・ゆき

ターのカフェ

宿泊する⼈だ

16 畳のお座

す。 

ど、「雪浦ブ

新しい「雪浦

ープンスペー

。 

うら.net ht

江

ゆ

⾷事処の

するに当たっ

うな施設の検

きや 

― 

ェやイベント

だけではなく

座敷はカフェ

ブランド」を提

浦の集いの場

ース（有料）

ttp://www.

江島さとや 

ゆきや 

資料 7

の整備」

っては宿泊す

検討が必要で

トスペース、

く、雪浦に住

ェとしての利

提供する産直

場所」です。

があります

.yukinoura.
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するだ

です。 

2 階

住む⼈

⽤の

直所、

２階

す。地

.net/ 
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基本⽬標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

江島は⼈⼝が減少し続けており、⾼齢化が進んでいます。また江島⼩中学校の児童・⽣徒は現

在 4 名であり、継続的に学校を存続させていく必要があります。今後島を活性化させ、学校を存

続させていくためにも、⼦育て世代や若い世代の移住を増やしていく必要があります。 

そのためにも UI ターンを希望する⽅へ向けたイベントへの参加や、島外の⽅が参加できるよ

うなイベントの開催により、まずは江島の魅⼒を多くの⽅に知っていただき、将来的には移住者

や島を訪れる⼈を増やしていく必要があります。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市⺠

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市⺠活動の⽀援 

4-1-2-2：市⺠リーダーの育

成・⽀援 

⽅針 4-1：アイランダー等移住希

望者へ向けたイベントへの参加 

4-1-2-4：市⺠協働による地

域の活性化 

⽅針 4-2：江島の魅⼒を体験する

イベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活⽤した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

⽤した情報発信 

⽅針 4-3：江島プロモーション動

画の作成 
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背
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江

名で

の移
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会 

に
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検
討
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針

■ア

ア

物や

が必

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

島

家的

た国

を持

化が

いて

持つ

史・

アイ

くＰ

で働
 
 
 
 
 
 
 
出典

4-1:「ア
江島は⼈⼝が

であり、学校

移住を増やし

アイランダー

アイランダー

や農産物、特

必要です。 

参考
国

公益財団法

島は⽇本の領

的役割と、⾷

国⺠的役割を

持つ島々です

が進むなど、

ています。し

つ⼈々や、島

⽂化に惹か

イランダーで

ＰＲし、また

働き、島で暮

典：「全国の島

アイランダ
が減少し続け

校を存続させ

していく必要

ー等移住希望

ー等移住希望

特産品、観光

考資料：全
国⼟交通省 
法⼈ ⽇本離

領域や排他的

⾷料の供給や

を担っていま

すが、年々⼈

島の存続に

しかし、近年

島の持つすば

かれる⼈々も

では、島の魅

た島の芸能な

暮らすきっか

島々が集まる

ダー等移
けており、⾼

せていくため

要があります

望者へ向けた

望者へ向けた

資源等の情報

全国の島
・  
島センター 

的経済⽔域を

や癒しの空間

ます。こうし

⼈⼝が減少し

にとって、厳

年では漁業や

ばらしい⾃然

も増えていま

魅⼒や求⼈情

などを体験す

けづくりを⾏

る祭典アイラ
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移住希望者
齢化が進んで

にも、また活

。 

イベントへの

イベントへの

報発信を⾏い

々が集ま

事業

守るという国

の提供とい

た重要な役割

、少⼦・⾼齢

しい状況が続

農業に関⼼を

然や独⾃の歴

す。 

情報などを幅広

ることで、島

⾏っています

ランダー201

者へ向け
でいます。ま

活性化を進め

の参加 

の参加を検討

い、江島の魅

まる祭典ア

業名等 

国

っ

割

齢

続

を

広

島

す。 

18」http://

たイベン
また江島⼩中

めるためにも

討します。参

魅⼒を知って

アイラン

/www.i-land

ントへの参
中学校の児童

も特に⼦育て

参加にあたっ

てもらえるよ

ンダー 

― 

der.com/20
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参加」 
童・⽣徒は現

て世代や若い

っては、島の

ような活動の

018/index.
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現在 4

い世代

の⽔産

の検討

html 
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今
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に移
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針

■島

洋

 

 

 

 

 

主体 郡⼭

り組み

の 

概要 

郡

ばれ

布引

猪苗

の⾼

⽴ち

す。

のひ

⼤会

⼤道

れま
 
 
 
 
 
 
 
 
出典

⽅針 4
江島では島外

会や江島の魅

今後洋上⾵⼒

島⺠と島外

移住者や島を

島の魅⼒を体

洋上⾵⼒発電

⼭湖南まつり

郡⼭市湖南町

れています。

引⾼原ダイコ

苗代湖が⼀望

⾼原には、⾼

ち並び、⾼原

毎年 8 ⽉に

ひまわりウォ

会・抽選会、⽯

道芸⼈による

ます。 

典：「ぐるっと

4-２:「江
外の⽅を島に

魅⼒を体験す

⼒発電施設等

外の⽅との交

を訪れる⼈が

体験するイベ

電施設や島の

参考資

り実⾏委員会

町の布引⾼原

この⾼原は、

コンの産地と

望できる絶景

⾼さ 100ｍも

原の⾵を受け

には⾵の⾼原

ォーク・⼤根

⽯筵ふれあい

るバルーンパ

と郡⼭」htt

江島の魅⼒
に誘致するよ

する機会があ

等を利⽤した

交流機会をつ

が増えていく

ベントの開催

の⾃然、島の
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会（湖南町商⼯

原は、「⾵の⾼

、標⾼約 1,0

として有名で

景の地です。

もある⾵⼒発

てゆっくり回

祭りが開催

根の収穫体験

い牧場の移動

パフォーマン

ps://www.
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りません。 

企画や、江島

くり、多くの
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の⽔産物・農産

⼭布引 

⼯会） 事業

⾼原」と呼

000ｍあり、

、磐梯⼭や

そして、こ

発電が 33 基

回っていま

され、5km

・布引⼤声

動動物園や、

スも⾏わ

.gurutto-ko

験するイベ
トは開催され

島の⽔産物

の⽅に江島の

れます。 

産物を楽しめ

⾵の⾼原

業名等 

oriyama.com

ベントの
れておらず、

・農産物を販

の魅⼒を体験

めるようなイ

原祭り 

郡⼭布

m/ 

の開催」 
島外の⽅が

販売するイベ

験してもらう

イベントを検

布引 ⾵の⾼
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が島⺠と交流

ベントを⾏う

うことで、将

検討します。

⾼原祭り 

7-2 

流する

うこと

将来的

 



 

 

に
お
け
る
検
討
⽅
針 

主

取り

の

概

 

背
景 

 江

す。

のよ

とが

 

 

江
島
地
区
分
科
会 

に
お
け

検
討
⽅
針

■プ

江

へ向

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

⽣活

⽅へ

移住

ま

談の

談の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典

⽅針
江島への移住

⻄海市では

ようなプロモ

が期待されま

プロモーショ

江島を対象と

向けたサイト

「全国移住ナ

活⽀援等に係

へ向けた、都

住のテーマ等

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

針 4-3: 
住者を増やし

は移住希望者

モーション動

ます。 

ョン動画の作

としたプロモ

トへの掲載な

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

都道府県や市

等各テーマに

移住した⽅々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

「江島プ
していくため

者へ向けたプ

動画を江島で

作成 

モーション動

など広く情報
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関係省庁と連

なワンストッ

市町村のプロ

にあった移住

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.
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めには、移住
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も作成する

画の作成を検

報を発信する

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル

モーション動

住先を探すこ

きっかけや移

７年１２⽉〜

き、選出され

.iju-navi.so

ション動
住希望者へ向

ン動画を作成

ことで、移住

検討します。

ことが必要で

移住ナビ

業名等 

の⾃治体と共

ルサイトです

動画が閲覧で

とが出来るよ

移住先での住

〜２８年１⽉

れた受賞団体

oumu.go.jp

動画の作成
向けた情報発

成しサイトで

住希望者への

。作成した動
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いく必要があ

いますが、今

PR につなが

希望者や観光

で、居住・就

移住を希望

まい、⽣活環

掲載する移住

ス件数の多い

っています。
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第⼆回中浦地区・江島地区検討会について 資料8

○地域検討会の⽬標「環境保全」、「地域貢献」、「合意形成」のうち、主に「地域貢
献」に関する取り組みを予定しています。
※「環境保全」、「合意形成」についてもご意⾒を伺います。

1) 内容の整理
ワークショップの整理結果について、「背景」及び「地区分科会における検討⽅針」

について検討を⾏い、内容を整理します。

2) 優先順位等の整理
ワークショップの整理結果について、優先順位の整理を⾏います。

次回個別検討会で詳しく検討
※テーマごとの、背景や⽅針に関
するご意⾒を伺いたいと考えてい
ます。
関連する資料や写真等ございまし
たら次回個別検討会の際ご持参く
ださい。

今後の取り組みについて 資料8

⽉  ⽇

⼯  種 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21

    実施済   開催予定

平成30年度

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉

現地調査（景観調査・⽔中撮影）

⾵⼒発電先進地への視察

12⽉ 1⽉ 2⽉

合同検討会

勉強会

江島地区・中浦地区検討会

○平成30年度第⼆回中浦地区・江島地区検討会
（平成30年11⽉下旬〜12⽉上旬頃を予定）
・ワークショップ結果の整理
・環境保全、合意形成に関する内容の確認

○平成30年度第三回合同検討会（平成31年1⽉中旬〜下旬頃を予定）
・最終結果の確認
・勉強会の開催

※今後の予定は変更の可能性がございます。
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